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【事例I】　言葉を使うための力を高めながら､自発的にかかわって会話を楽しむこ

とを目指したK.H児の指導

1　対象児の概要(初期アセスメントの結果から)

(1)対　象　児　　K.H (女)　　小学部6年　　CA 12歳lか月(平成10年1月現在)

(2)家族構成　　両親,冗,本児

(3)生　育　歴

･妊娠中,出産時:異常なし,満期産,正常分娩

･　乳　幼　児　期:離乳-10か月　　座り･･･8か月　　一人歩%･･･2歳lか月

首のすわり-3か月　　　始語-2歳

･　既　　往　　症:口唇口蓋裂

(4)教　育　歴

･　E保育園(3-4歳)　･　K幼稚園(4-5歳)

(5)諸検査結果

･辰見ビネ-知能検査　　　IQ-25 (MA2 :10) (平成9年5月実施)

･　S-M社会生活能力検査　　SQ-36 (SA4: I) (平成9年5月実施)

身辺自立 �ｩ:��作業 �8躪ﾏ�ｫr�集団参加 俾侘�9ﾙ�r�

5:0 �#ｦﾆﾂ�2:9 �#｣���4:10 鉄｣��

I TPA言語学習能力診断検査　　言語学習年齢-2 : 8 (平成8年6月実施)

〈表象水緯)

聴覚受容 倩ｸｦ�9vR�聴覚連合 倩ｸｦ��ﾘr�言語表現 �:鞐ﾉUﾈﾋｲ�

4:4 ��ｩ.移)>��測定困難 �3｣b�測定困難 ��ｩ.移)>��

〈自動水準)

文法構成 倩ｸｦ�ﾉ�ﾂ�聴覚配列記憶 倩ｸｦ�ｩ��ｴﾈ竒�

測定困難 �3｣b�2:7 �#｣R�

本児のITPAの検査結果を見ると,習慣によって強く組織され,あまり意識しなくても

反応が自動的に行われる自動水準に比へ　ものの意味を伝える表象を取り扱う複雑で高度な

表象水準が劣っていること｡受容,連合,表現の3過程で落ち込みかみられるが,特に表現

過程でのつまずきが顕著であることなどが推察される｡
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(6)コミュニケーション　　　　

O　言　　語

･家庭で経験したことや楽しかった学習のことなどを,量的には少ないが話し掛けてく

る｡その際,自分の言いたいことに関する-,二語文で話し掛けてくる｡その内容を分析

すると,教師との会話を楽しもうという話題提供より,教師への情報提供の側面が強いこ

とが観察される｡ (話題を提供するカ)

･会話の中での質問に対してば｢ダレダレト｣というだれと一緒にしたかということを答

えることが多い｡ ｢はい,いいえ｣で答える質問の内容はよく理解できており, ｢うん｣

｢ちがう｣と答えることが多い｡ (応答する力)

･応答する力そのものが十分身に付いていないために,話題を維持することが難しい傾向

にあるが,応答の成功経験を積ませ,本児の持っている謡いを引き出す形で会話を進めれ

ば,話題の維持につながっていくと思われる｡ (話題を維持する力)

○　社　会　性

･相手が自分にとって親しい人かそうでないかという認知はしっかりできており,見知ら

ぬ人から話し掛けられると,緊張して言葉を返せないことが多い｡またふだんよく接して

いる人でも,改まった形で話し掛けられたり尋ねられたりすると,緊張してしまうことが

多い｡

○　認　　知

･言葉を聴いてその実物や絵カードを選ぶのは,身の回りの品物や身に付ける物,食べ物

などを中心にできる｡言葉のネットワークという点では,まだ,その事物の名称を確かな

ものにする段階にあり,概念化が進んでいないため関連する言葉を挙げたりするのは難し

い｡ (言葉を取り出す鋤き｢思い浮かべる｣)

･例えば教師の手を溌うしぐさを見て,教師が｢手を｣と言った後に｢洗う｣という言葉

をつなげることができるが,数は少ない｡ (構成する鋤き)

○　コミュニケーション意欲

･自分から話したいという意欲はあるが,相手や周囲の反応が必要以上に気になるため,

その意欲が表現につながりにくい傾向にある｡特に尋ねられることへの心理不安を軽減し

つつ,本児の持っている意欲や会話能力を引き出していく必要がある｡

2　子供や保護者の考える将来の生活及び要望(平成8, 9年度｢子供や保護者の意見を聞く会｣より)

(1 )子供や保護者の考える将来の生活

･作業所で働いてほしい｡入所でなく自宅から通わせたい｡長暗闇の作業に耐えられるかど

うかという不安はある｡

(2)子供や保護者の要望

◎　周りの人に恥ずかしがらないで　積極的にかかわっていくようになってほしい｡

･外に出たとき,面識のある方に話し掛けられるとひるんでしまう｡言葉が返せるようにな

ってほしい｡特にあいさつは返せるようになってほしい｡

･　会話が持続するようになってほしい｡
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3　指導方針

本児のコミュニケーションに関する実態を概観すると,自発的にコミュニケーションを図って

くることは少なく,どちらかというと受動的な状態にあると言える｡また,相手と会話をしたい

という意欲はあるものの,緊張感が高まりやすかったり,表現の方法を十分に習得していなかっ

たりするために,特に質問に対する応答場面において依存的になりやすい様子が観察される｡さ

らにI TPAの結果から,本児は表現過程に課題を持つことが指摘され,それは,聴いたものを

理解する受容過程,その概念や言語表象を操作する連合過程から派生していることが分かり,感

覚経験を十分に積ませたり,概念を整理させたりすることによって,受容の幅を広げ,物の名前

と具体物を結び付けられるようにし,それを表出につなげていくことの重要性が考察された｡

次に,子供や保護者の意見を聞く会の結果では,将来の中心的な生活の場を家庭と作業所に置

き,そこでできるだけ自立的な生活を送らせたいという保護者の願いが明らかになった｡そのた

めには,やはり会話の力を高めていくことが本児の最大の課題であるということは,保護者も認

識している｡具体的には,周りの人に積極的にかかわっていくようになってはしいという対人関

係面の改善を基に,聞かれたことに答えるだけでなく自分の思いを相手に伝えられるようになっ

て,より主体的な生き方をしてほしいといった願いである｡これらの要望は,学校生活で観察さ

れる本児のコミュニケーションの様子から考えても非常に大切な内容である｡

これらのコミェニケ-ションに関する実態や将来の生活像･要望を踏まえ,本児の会話がより

豊かになるためには,次の3点へのアプローチが必要になると考えた｡

･本児の持っ力を発揮させながら,会話の楽しさを味わえるようにすること｡

･本児からの自発的な働き掛けを増やすこと｡

･会話の中での｢生きた言葉｣の量的抜穴を図ること｡

本児の持つ力を発揮させながら,会話の楽しさを味わえるようにすることに関して｡

本児が,会話のもつ楽しさを味わえるようになるためには,本児の持つ力の発揮を阻害してい

る｢尋ねられることへの心理不安｣を軽減していくことがやはり大切であると考える｡そこで,

学部卒業(学年)目標を, ｢質問に対して応答する力を高めていく中での,尋ねられることに対

する心理不安の軽減｣という視点で設定し,研究内容の｢会話を進める力｣の中の｢応答する

力｣の部分にアプローチすることにした｡

具体的取り組み(学期目標設定の視点)としては,まず,本児が話したことを承認したり本児

が答えやすいような質問を工夫したりすることにより,確実な応答を引き出し,会話場面での成

功経験を十分に味わわせ,会話への意欲や自信を持たせていく必要があると考える｡同時に,質

問の内容に,例えば｢はい,いいえ｣で答えたり,二者択一で答えたりするような段階性を持た

せるなどして,尋ねられた内容の変化に対応して応答するカそのものを育てていく必要があると

考える｡
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本児からの自発的な鋤き掛けを培やすことに関して｡

本児が将来主体的に生活していくためには,会話場面において,尋ねられたことに答えるだけ

でなく,本児の中にある｢話したい｣という意欲を大きく膨らませ,他者への自発的な勧善掛け

につなげていく必要がある｡そこで学部卒業(学年)目標を, ｢話したい材料や意欲を蓄積させ

て,それを他者に話し掛けられる力の形成｣という視点で設定し,研究内容の｢会話を進める

力｣の中の｢話題を提供する力｣の部分に主にアプローチすることにした｡

具体的取り組みとしてはまず,パターン化した場面で他者に煽ぎ掛けることに慣れさせ,そこ

での成功経験を十分に積ませながら,担任に対し自発的に鋤き掛ける力の育成を図りたい｡そし

て,本児から情報提供してきたことを大きく意味付ける取り組みを進めながら,その鋤き掛けを

本児なりの会話の開始(話題の提供)につなげられるようにしていきたいと考える｡さらに,担

任との関係で発揮できた力を,他者に対しても発揮できるようにする取り組みにより,対人関係

の幅を広げていきたいと考える｡

会話の中での｢生きた言葉｣の量的弦大を図ることに関して｡

本児の会話の中味がパターン化しており,会話の中で用いる諾いが非常に限られているという

実態を踏まえ,概念を整理しながら諾いを増やし,それらを会話の中で使えるようにしていくこ

とで会話の量の駆大や質の高まりにつなげていく必要があると考える｡そこで学部卒業目標を,

｢諾いの拡大と,理解言語を会話の中で使用する能力の形成｣という視点で設定し,研究内容の

｢言葉を使うための力｣の中の主に｢取り出す働き｣の部分にアプローチすることにした｡

具体的取り組みとしては,本児が比較的よく理解している身の回りのものについて要求を伝え

たり,指示されたものを取ったりする活動を通して,事物の名称を会話の中で表出することを意

識付けていきたいごさらに,見せる,触らせるなどの感覚経験を十分に積ませたり,用途やカテ

ゴリーで分けるなど概念を整理させたりすることによって,受容の幅を広げ,諾いをより確かな

ものにしつつ弦大していきたいと考える｡その際,その事物の色や形,大きさなどについても言

葉を添えて,言葉のネットワークを広げていくようにしたい｡さらに,本児は対象物を注視する

のが困難であるという実態を踏まえ,本児が興味を示したくなるような提示の仕方やモデリング

を工夫するようにするようにしたい｡

) i,+ 離 ( ��′i -'く▲-尊 鮮瞥∴ 兩_ク郡家㍗噸露掌 刎���"���勘ﾄ��

∴∴ # ら ∴ a:重言 ∴-:: 剪���域ﾘ�������

+ ∴∴∴∴ 鍋.'*-- )､一 軍, ,i＼繭豊寵中国醸-_＼一一 

∴ ������ 辻�5��ｶ沫"������圏-醗麗i三 � 

週報を届けるお使い後の会話の様子
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4　指　導　目　標 学　　　　期　　　　目　　　　標

学部卒業(学年)目標 尋ねられた内容を正しく 理解し.｢だれが(だれと一 緒に｣｢何をした｣というこ とを答えることができるo 学校卒業目標 �1期(平成8年度3学期)2期(平成9年度1学期)3期(平成9年度2学期) 

◎｢昨日は何をしたの?｣の問●友達が着替えや歯磨きをして 劔●自分や友達が着替えや歯磨き 

いに対し,｢買い物行った｡｣と ��いる場面で｢○○さん何して ��掃除などをしている場面で｢○ 

いうように二語文で答えるこる?｣の問いに対して,｢○○ち 劔○さん伸してる(の)?｣の問い 

とができる｡(家庭では｢今日 凾竄�.△△してるよ○｣と二,三語 ��に対して.｢△△してるよ｡｣と 

は何のお勉強したの?｣)文で答えることができる○ ◎｢お名細ま?｣｢何年生?｣｢今 日だれと果たの?｣の問いに対 して.恥ずかしからすに---語文 劔二語文で答えることができる○ 

◎｢お名前は?｣の問いに対し て,恥ずかしからすに教師や母 

で答えることができるo(姓を ●朝一教割こ入ってきたと担任か言って名前だけ) き,礁実に｢おはようござい ますo｣を言うことができるo◎本児から担任に話題提供して きたことを.｢○○先生にも教え ◎担任の名前を｢く-先生｣ようか｣の勧めでもう一人の ｢し-先生｣と言うことがで担任や他学級の教師にも｢先生, きる○△△したよ一,口ロちゃんとo｣ の形式で話し掛けることができ ●係の仕動ヾ終わったら,｢先.る○(家庭では.母親に提供し 坐.終わったよo｣という表現たことを父,兄に対して) で知らせることができる○ ◎｢かばん｣｢靴｣｢帽子｣ ｢机｣｢いす｣｢コップ｣｢は ◎教室や家艇にある品物の名さみ｣｢鉛筆｣の絵カードを見 前(テレ已机.いす.ピアて教師の｢○○する(用途)す ノ)を実物を見て言葉で言うるのはどれですか?｣の問いで ことができる○選び名称を言うことができる. 劔親と一一一緒に答えることができる○ 

職場や家庭星宿の中で. 聞かれたことに答えるだけ 傅ﾈｧyYH,ﾈｻ8踪,ﾉkﾉ��/�ｦ��劔●指示された教師に週轍を持っ ていくお手伝いをしたり.本児 

でなく.自分から積極的に 話し掛けて.会話を楽しむ 苓齷Zｨ*遅*�*(+8/�+R�劔から担任に話題提供してきたこ とを他学級の教師にも.｢先生 △△したよ-.口口ちゃんと｡｣ え子らつ たり,経験したことを話し 

ことができるようにする｡ 乂ﾈ*�+ﾘ.�,X*ｸ.薬���*(/��ﾘ.(+X,�*ｨ.rﾉ&ﾒ�,�,H*(.侏驢ﾘ/�檠�(,ﾉ(h,R�諄*H+�,h*ｨ,X*ｸ.���劔の形式で話し掛けたりできる○ 

;●学校目標 劔� 

◎絵カードを見て,食べ物.乗 り物.学用品.(動物),(人物)の カテゴi)-で分類(仲聞分け) できるとともにIその絵カード の名称を言うことができるo 

◎字判刷りや給食Ii即日の.恵IXi 的に設定された品物が不足する 

●連絡帳を提出する際.｢先 生これ｣でなく.｢先生.連 册単級の｢はさみ｣｢のり｣ ｢ペン｣を使いたい際に.｢何 ��

;○家庭目標 劔がはしいの?｣の問いに対しそ 剌�ﾔ?,自分で不足するものに ノ三三/ 

:◎共通目標 剽穀｠です｡｣と報告することが 凾ﾌ名称を答え.教師と一緒に. ｢く-先生.○○を貸してくだ 刄k1付き.自分から｢くさ先/i. ○○がないよー○｣｢○○を貸し 

できる 凾ｳい,｣と言い直すことができ るo 凾ﾄくださいo｣という表現で要求 することができる○ 



5　指導内容及び指導の経過①

学調薬,学年目標i尋ねられた内容狸しく理解し,｢だれが(だれと一緒に)｣｢何をした｣ということ掩えることができるo 

学 期 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

｢昨日は何をしたの?｣という問いに対し,｢買い物 冲i$(*ｩ(Y�h*h.(餾h�*ｸ,�,x/�+X,H*(.��ｩlｨ,Rﾊ(�ｸ�ｸ+2�自分や友達が着替えや歯磨き,掃除などをしている場 
目 煤 宙,著ﾗ8,�+ﾒ�8,h*(*H.h*H,�?�ﾎｩ[h,Y9ｨ*h.�+�,h*ｨ,X*ｲ�ん伸してる?｣の問いに対して,｢(○○ちゃん),△△ 冤ｨ,Z(�ｸ�ｸ+8/�巉+X,H.宙,ﾂ日8,ﾉn(*(,���+X,Bﾊ$�ﾂ�

るo �+X.�.j8,i?�ﾈ蓼ﾎｩ[h,Y9ｨ*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�てるよo｣と二語文で答えることができるo 

描 ��(ﾟ�?ｩn�*)Z�,俎8,�+ﾓ�8,i��,ｲﾊ(*H/�*運ｨ+8/��①友達が着替えや歯磨きをしている場面で.,｢はら, ��~�*h,馮ｸ髦*ｨ餾h�*ｸ/�+X,H*(.��ｩl･Bﾈ.ﾘ+H,j$��
とo｣という応答を引き出す○ ��ｸ�ｸ+8/�,ﾙ(Y�h*b磯Yh�*ｲ�/�+X,H.�.f�+8/�.�+R�さん掃除してるの?｣と尋ね.｢違う,歯磨きしてる 

②｢昨日貰い物に行った?(それとも)お手伝いし �.h*H*��ｺ8,h*(*Hﾋ駢Hｧﾈ*�/�+Rﾉti$(,ﾈﾗ9:�.):鞐ﾈ,ﾉkﾂ�のo｣という修正した応答を引き出すo 

翠 �+ﾓ�8,i��,ｲﾊ)O�*)Z�8*�(*稲�6�**8,ﾈ*(+�.ｨ*�/����,�+�.薬�t*(ﾟ�?ｨ,ﾘ巉/�+X+ﾘ,ﾃ�8,i��,ｲﾊ)H8*)Z�8*�(*稲�6��称に注意を向けさせるo ��gｸ髦*ｩ(Y�h*bﾈ餾h�*ｲﾉ�ﾈ�/�+X,H*(.��ｩlｨ,Z$��
②｢○○さんは蕃替えしてる?(それとも)歯麿きし �+8/��ﾈ+X,H.�,ﾃ�8,i��,ｸ.x.ｨ,Bﾈ蓼,(,ﾈｨ�:�,ﾉ(h*��

内 凾ﾄる?｣と尋ね,｢着替え｣か｢歯磨き｣のいずれかを �.y��/�,Y?�ﾎｩ[h,Y9ｨ*h+8+�.定.�+Rﾈ耳ﾎｩ[h,X,ﾈ咎9｢�
選ばせるo �,ﾈ�ｨﾘrﾊ(+ｸ*Bﾄ�ﾈ,H.�,ｸ�ｺ8,h*(*I?�ﾎｩ[h,Y]B�

容 �**8,ﾈ*(+�.ｨ*�/�ﾖﾈ*h+8+�,I9ｨ*h+8+�.薬�③｢○○さんは伸してる?｣と尋ね,｢着替え｣か｢歯 �+x�ｲ�
家庭では｢今日は何のお勉強した?｣の問いで教科の 冑�*ｺ8,ﾈ*(+�.ｨ*�/�ﾖﾈ*bﾈ皦ﾎ｢ｸ��ﾎｨ,ﾈﾕﾉ�ﾈ,Y9ｨ*h+2�③②の内容を友達の活動場面で設定して,同様に二語 

選択肢を設け,同様の手続きで応答を引き出すo �+�.薬�文での応答を引き出す. 

描 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�【学校での取り組み】 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�

①の内容については,自分からこれまでも話題提供し ��,ﾉ>�vX,�,(*(,H,ﾒﾈｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,Yti$(/�+x*�(ﾒ�①の内容については2期の課題を踏まえ｢菌磨きし 
てくることがあり,確実な応答が返ってきた.②の内容 倩ｸ+Z(*H/�8,h*(*IKﾘ呵/�]H+x+�,h*ｩ�ﾘ*�,(+ﾖ�t�,ﾉ���てるね.｣という言葉を憲識的に投げ掛けた結果,｢違う, 
についてはいりいう-蓮での心笈はらた 凾｢う心が言ってるようになった2 

導 経 ��ﾃ�?ｨ�ｸ4x5"�*｢ﾊ(*稲�6�**8,h*(*H咎9ｦ��ﾈ-ﾈ+馮ｸ髦,ﾉ(h,X�Zｨ,丼ID��訳による応答では,｢着替え｣の応答は見られたものの, 咤ﾂﾘ+R��ｲ�,�,(*(,H,ﾚ(餾��*ｺ8/�齷�ﾘ/�鰄,�,Hﾋ�*h.�.h*H,�,�,"�形成されていなかったためかほとんど見られていない. �(餾h�*ｺ8,ﾘｿ��*ｩ>�+X*ﾘｫH+h.x.ｨ.�.x+X*ﾒﾈ齷�ﾘ,ﾈ,��) たことから,三つの活動の中から正確に選択できるよう 
③については｢貿い物行った,お母さんとo｣｢散髪行つ �+8+ｸ*H,益ﾈ��*ｨｬ��+8.ｨ+ﾖ�ﾘ呵,ﾈ,�*(�ｨﾘz(餾h�*ｸ+R�になったが,ほとんどの場合一語文での応答であり,二 
たo｣といった反応は返ってくるが副次的にねらったはか ′一三▲こ �,H.�,ｶ�8,h*(*H8(6h8ｸ/�麌+Rﾉ%9D8,h耳�,�(餾h�*ｺ2�語文に広げた返しが必要であったo自分のことを尋ねら 
の内容については広がらなかったo �,hﾋ�*H.h*H,�+X+ﾖ�(,ﾉ&丶ｸ,X.�ﾊ)(Y�h*j8,ﾈ耳ﾎｩ[b�,ﾙ]H,�,H*ﾘ.�.�,ﾈ,ﾊ(餾h�*ｺ8,ﾙ>�+X*ﾙ�ｨ�+8.ｨ,�*(+��れる①(抄の取り組みでの応答の定着の後,③の内容に移 

過 ���i.ｸ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�俎8+X+ﾖ��t�,ﾉ>�vX,X,ﾈ咎9ｨ,ﾈ齷�ﾘ*｢ﾉti$(,ﾈ+�,h/����選択肢を教科名を用い同様の手続きで行った○国語は 凾ﾋられるという対象の転換にもほとんど影響なく発揮さ 
答えられるがほかの教科名は表出されにくい傾向があっ た｡ �,h*ｩ�ﾘ*�,(+ﾖ��れ②の取り組みの結果とほとんど同じような結果を得 ることができた○ 

評価 �"�C �"�

考 察 冏ｸ髦*ｨ齷Zｨ*�.y�)��/�ｹ�+X,H*ﾘ.�+�,h,ﾉ�ﾘ*�,(+ﾚ)fb�｢着替え｣｢歯磨き｣ともに理解言語としては持って �(ｯｨ,X,ﾉKﾘ�/�:X-ﾈ*bﾈ-ﾈ+にgｸ髦,ﾈ+�,h/���,ｸ.�.b�

い物｣に関することを,応答の内容として取り上げたこ �*�.る?ｨ�ﾙ4�,�:鞐ﾈﾎｨ,X*�.�+�,h*�.rﾈ咎9ｨ,ﾈﾋ駢H,h+R�うにした結果,2期に比べてリラックスした状態での応 
とで本児の中にあった｢尋ねられることへの心理不安｣ �,H�5�ｸ+X+ﾘ*ｩgｸ髦,�,h,�,J(餾h�*ｺ8,ﾉUﾈ�,ﾘ�8､��答を引き出すことができ,三つの動作語の確実な表出に 
を軽減する点での効果は大きかつたoただ',応答の内容 �,i.�(*ｨ*�,�+ﾘ.h*H,X*�.定-ﾈ+ﾒﾈ+ｸ,ﾉ:鞐ﾈ,ﾈ益�ﾈ/�tb�つなげることができた.さらに,動作の主体を友達に移 
が限られておりはかへなかなか広がらなかったがこれ �$(,��ﾙ.�+X+ﾘ+�,h.�ﾉgｸ髯<�tﾈ,ﾉ���ﾈｭhﾅx,ﾉlｨ*�.xｦﾘ���行した場面での確実な応答につなげられた点での成果も 
は本児が使える諾いの問題や一定時間経ってからのこと �,��9ｨ/�処*ｸ�+�,�*(ﾋH宿,�,�,�+ﾘｫH*ｨ*�.鑓ﾋｹh�,ﾈ+��大きいoただ',最終的にねらった二語文での応答は,杏 
壱思い出す記憶の問題と大きく関係がありそうであるo �,h/���,ｸ.�,h*(*I5�,X,ﾙ9ｨ*h.(+x*(�8ｻX,ﾘﾞﾈ.ｨ,H*(.�,ﾂ�児の注憲が選択に向いていたこともあって不十分だつ 
現在のことやある活動の直後などに尋ねるようにして. �,Xﾚ�ﾎ8,ﾙ:鞐ﾈ,ﾈ益�ﾈ,冏ｸ髦/���*h,I:�+i>�vX,Xﾇ����たo教師の文法的に広げた返しを継続するとともに,言 
本兜が答やすい状況で鷺問し,確実な応答を引き出して 倡y;�+Rﾈ+ｸ+�,YZ�.ｨ+8+�,H*�.rﾉ�ﾈ.):鞐ﾈﾎｨ,ﾈｦy�X,�,"�葉を使うための力の中の櫛成する働きとの関連を考えた 
いく必要があるo �,�+�+ﾘ*&��取り組みが必要である｡ 



指導内容及び指導の経過②

学部卒業.学年目標i小学部の教師の名前を覚え,白､分からあいさつをしたり経験したことを話し掛けたりできる○ 

学 期 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

係の仕華や家庭でのお手伝いが終わったら,｢先生(お 冏ｸ髦*�.y�)��/�ｹ�+X,H*ｸ+ﾘ+�,h/�ﾊ(�ｸ�ｹ�i�h,�.�ｻ8*b�指示された教師に週報を持っていくお手伝いをした 
目 竸ｨ+8/�定�.ﾘ,�+ﾘ.f�8,h*(*IUﾈﾋｸ,Y&ﾘ.x+�.�+�,h*ｨ,R�ようか｣の勧めでもう一人の担任や他学級の教師にも, �.にgｸ髦*�.y%9D8,刎)��/�ｹ�+X,H*ｸ+ﾘ+�,h/��ﾈｧxｸ�,ﾈｻ2�

標 �*ｸ.��ｲ�｢先生.△△したよ一〇□口ちゃんとo｣の形式で話し掛 倡H,�.�)�i�b��(�(+X+ﾘ.h耳�ｨﾏｸﾏｸ+�.�/�,h�ｺ8,ﾈﾆ��,Y�"�
けることができるo �+Xｧﾈ*�+ﾘ.�,X*ｸ.���

脂 嫡J$�+�.�/�頡�.ﾘ,�+ﾓ�8,h*(*H8(6h8ｸ/�%9D8,ﾉ_ｲ�①本児から話題提供してきたことに基づいて会話をし, ��%9D8,h耳�,��ﾈｧxｸ�,偖I_�/�鰄,�,Hﾗ3Rﾊ)�i�b陜��
から投げ掛け,本児の｢終わったよ○｣を引き出す｡ �(+�,ﾈ鵁,ﾒﾈ�ｸ�ｹ�i�b�.�*H自�ﾈ,ﾉ%9D2�,�.�ｻ8*h.h*B�報持ってきたよ一〇｣という働き掛けを,担任と一緒に 

②①が定着したら,係の仕事終了後すぐ担任が茸に �,ｺ�8,hﾋ駢Hｧﾈ*�+x.���する○ ②①の手続きの後,自分が経験した学習活動のこと を.担任からの賛間に答える形で他学級の教師にも教 える｡ ③指示された教師の学級に一人で週報を持って行っ て自分から｢先生週報持ってきたよ-｣と言って 

翠 偃�/�9h,H.丿儘H/�+X,Bﾉgｸ髦*�.x,ﾉ_�ﾙ�/��(,*��②本児からの話題提供を受けて,担任が付いて行って 
③係の仕雷が終了し,目が合ったら担任の方からほは 侭�ﾈｧxｸ�,ﾈｻ8踪,�.�:�+h.h*H,刎(+Xｧﾈ*�.x.ｨ.��ｩlｨ/��ﾒ�

内 傲�-ﾘｧﾈ*�,Bﾉgｸ髦*�.x,ﾉ_�ﾙ�/��(,(�ｲ�定した上で教えられるようにする｡ 
④担任からの一切の先行刺激なしに.本児からの報告 �)%9D8,ﾙWH*(,Hﾗ8*�+ぬ(�ｸ�ｹ�i�h,�.�ｻ8*h,H+(.x/��2�

容 坪/��(,(�ｲ�の勧めを受けて.猫力でその教室に行き教えられるよ 免ﾆ�?�,"�6�+Rﾈ+ｸ,ﾈｻ8踪,hｧx�+X+ﾘ+�,h,�,(*(,H檠�(/�+x.薬�
家庭では,お手伝い場面で母親を相手に同様に進め �*H,�+x.薬�④担任と会話をした内容について,｢○○先生にも教え 

る｡ �i.ｸ,X,ﾙX2ﾈﾅｨ,���+X,Hｻ8*h.佝�,Y:�ﾈ,���-�.���ようかo｣の勧めで一人で行って話し掛けるo 

描 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�【学校での取り組み】 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�

①の内容については.｢うん｣という応答が当初見られ ��,ﾉ>�vX,�,(*(,H,ﾒﾉ�c�ｯｨ,儂H-y�)��/�ｹ�,ﾉ|ｩ4�,��①の内容については担任が同行している安心感から 
たが｢そう,終わったね一〇｣と教師が返してやることに より.自然に｢終わったよ.｣に変容したoこの教師の質 ��ﾙ�X*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ-�*痛�)��,ﾈ6�8ｨ4x�ｸ5h8x98*ｨﾔﾈ*ｨ.つ�uh-�.(ｧx�,ﾈ+�,h,�,x/�+ｸ,ﾈｨ�:�,ﾉ+ﾈﾎ8,�%9D8,仆8*b�一緒に週報を持ってきたことを働き掛けることに抵抗を ヽ､,危-亡 

翠 経 冢(,���+x.�(�.ﾘ,�+ﾘ.h耳�ｪ8,ﾈ咎9ｨ*ｩ.�(X+X,H*�.x,ﾒﾂ�t�ﾘt"鑼"ﾘt8-h,ﾈ昏ﾗ8,ﾙ��*ﾒﾈﾜX�4�,�,ﾒﾈｻ8踪*�.r�て,会話を維持することもできた｡しかし,担任に話題 提供してきた内容をほかの教師にも教えるという②③の 内容については抵抗が見られ.②については依存的な 様子が,③については担任の介在を求める様子が観察さ 俾h+z8,h,ﾘ晴,�*�,(+ﾘ�ｸt�,�,(*(,H,ﾒﾉ%9D8*�.x,ﾉ,�n"�,�,ﾙ9ｨ*h.�.�,ﾈ,ﾂ�+ｸ.ｨ/�[x*(,H*(.仆8踪,ﾉKﾘ呵*ｨ,h,B�

の働き掛けがなくても.係の仕華が終了すると本児から 凾煖Cになる様子が見られ,十分に会話を楽しめていると 
｢く-先生,終わったよ一〇｣という報告ができるように 凾ﾍ言えないが,ふだんよく接している教師に対してはそ 
なつこo 凾黷ﾙど緊張を感じていない様子も見られたoこの傾向 

過 ���i.ｸ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�れたまま学期を終了した｡ 
′ヽ 家庭では母親に対して同様の取り組みを進めた○学 ���i.ｸ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�it,試行的に取り組んでみた③④の内容でも見られ,自 

一 校での｢終わったよ-○｣の報告の意識付けが家庭でも般 偃X,乂xﾕｨ,Xｧx�+X+ﾘ�8�ｹ4�,磯i[�/��(�ｸ�ｸ+X+ﾘ.h�ｺ8,b�分から｢先生,△△したよ-.｣と教えることがあった｡ 

化され.ごく自然に表出されるようになった.i �*(*IUﾈﾋｸ,YX9�X.(ﾅｨ,�.�+(*ﾘ齷�(,仆8*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ�対人関係上の不安が軽械されている様子が観察されるo 

評価 ���C �2�

考 察 �*�*(+8,(.(ﾅx,ﾈ覃馼,ﾉ_�ﾙ�,h*(,�+ﾘ7�5��ｸ98嶌+8.ｨ+ﾒ�本児との会話で話題提供の量的な増大,内容の広がり �(ｯｨ,ﾉKﾘ�/�:X-ﾈ*b韭價ﾙ4�,�:ﾘ*ｸｧﾈ*�,ﾈ*ｸ,�*�*�,b�

場面での自発的な働き掛けを促す目標であったが,目標 �*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾙ5�,X,ﾙ�ﾈ惠*ｨ*�,�+ﾘ*痛gｸ髦,�,h,�,Bﾉ%9D2�して週報を持っていく活動を取り入れたが,1期のよう 
に取り上げた｢係の住専の報告場面｣についてははぼ定 �愛�,ﾈｻ8踪-h,ﾉ:ﾘ*ｸｧﾈ*�,ﾉ.�(,ﾙuﾉ�ｨ決�8,��X*ｸ*(.�,ﾂ�な成果が十分得られなかった原因として,｢先生週報を 

著し,成果を上げられた｡一日の生活の中で場面がはっ きりしていることや,｢終わったよ一〇｣という本児にとっ て比較的容易な表現だったことが要因として考えられ る○この日発的な働き掛けでの成功経験は.これ以外の �,X*�,�+ﾒ陷i.ｸ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ,ﾈﾈｸ惠*�.xﾊ�,Bﾈ,ﾘ*�,ﾉ�ﾂ�～｣という表現が難しかつたのが挙げられる○もつと平 

にも伝えたい気持ちはあるが,その際うまく言えるだろ �X,蔚ﾈﾋｸ,�+x.�+�,h,X+ｸ.ｨ/�檠�(,ﾉ��.因�+X,俶x*h+ﾒ�

うかという心理不安が働くようであるo次学期は他学 �*�.�+X.ｨ,�*&�+ﾘ+�%9D8決､�,ﾈｻ8踪,�:ﾘ*ｸｧﾈ*�.�,h*"�

場面の本児からの話題提供の愚的な増大にも大きく関与 从�,�*域x*(,俎8*ﾘ,�,x,ﾈ�ｩlｨ/��ﾙ.�+R�-ﾈ+�,ﾘｫX.ｨ+8+��うこと自体には慣れてきており,今後の取り組みによる 
している○ �.�+�,h,偬I5�/�'X*(,B�:�+i>�vX,Xﾇ���轌;�+X+ﾘ*(�ｲ�成果は期待できそうである○ 



指導内容及び指導の経過③

学聯業,学年目標i諾いを増やしながら,知っている言葉を会話の中で使うことができる. 

管 期 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期"(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

教室や家庭にある品物の名前(テレビ-.,かばん机, �*�,�/�ﾈﾄ2ﾉe育�隸rﾈ*(+rﾈ5(6(7h,ﾘ+8-ﾒﾈ7�92�絵カードを見て,食べ物,乗り物,学用品,(動物), 
冒 標 �*(+rﾈ784�6ﾒ�/���Z�/�ﾊ�,Hﾋ駢H,Xﾋ�*H+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�の絵カードを見て,教師の｢○○する(用途)のはピ 忠�ﾉZｘ,�,x,ﾈ4ｨ6X588ｨ�ｸ,YZｩ}竕(xｭIZｨ*�,X*ｸ.�,b�

れ?｣の問いで選び,名称を言うことができるo �,h.�,鎚+ｸ,ﾈ､x4ｨ�ｸ6�,ﾉkﾈ�/�ﾋ�*H+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

脂 嫡I9h,H,�+�uh-�,ﾉ(h,X6X8ﾈ7(ｯrﾈ*�,�/�,�,x,ﾈ���①例えば,靴を履くしぐさや紙を切るしぐさ,水を飲 嫡I~�*h,���-x.�+X*�+8.(暮.ｨ+x.�+X*�+8,�,x,ﾈ訷ｧﾈ*��
物をさし示すo ��ﾂ�-�+X*�+8,�,x/���麌+X,Hﾊ�+�,�*ｨ.yw�7(/�ﾋ�*"ﾃIhr�りを示し,｢食べるのはどれ?｣｢乗るのはどれ?｣とい う賛同をして2つのカテゴi)一間で絵カードを選ばせ る 

②｢Hちゃん,テレビ付けて｣｢かばん持ってきて｣な �,ﾈ､x4ｨ�ｸ6�,ﾉ(h*�.x･�9h+x.�.�,ﾈ/���,�+�.薬�

渇 �,x,ﾈﾋ靜ｨ輾麌/��8*�,Bﾉ���ｹZ�/��¥ｨ+X,Hﾗ9:陋ｸ+x.薬�②①の手続きからしぐさの演示を消去して,用途によ 薬�t�t�,ﾈ詹��*ｸ/�w�*(,C8,(,ﾈ4ｨ6X588｢ﾘｭH,X･�9h+r�
③②の行動課題の後で,｢これは,テ○○｣というよう �.���ｨ謌ﾈ8,ﾉn(*(+�*�,SIhx,ﾈ､x4ｨ�ｸ6�,ﾉ(h*�.x･��) るi絵カ-ドを選ばせる○ 

内 �,����ｹZ�,ﾈﾎｩ:ｨ尨+�*�/�ｻ8踪*ｨﾋ�*"ﾈ�8.�/�耳�,侏��当するものを選ばせるo �(t�,ﾈ詹��*ｸ*�.x+X*�+8,ﾈﾋ�麌/�錡ｸ�+X,Bﾊ(�ｸ�ｸ+r�騷x+�,h58�ｺB�
ラ. 宙xYw�7(,�.h.���ｨ謌ﾈ8,ﾉn(*(+�*�,S栄x,ﾈ､x4ｨ�ｸ6��るのはとれ?｣といつ日戸刺激の問いだけで3つの I 

蕊 �8t(,i:�ﾈ,俎9:陜ｹ��,ﾈﾎ8,Z(+�.ｨ,ﾘ嶮�8,ﾈ�n(,����の中から該当するものを選ばせるo �4ｨ6�5(8ｨ�ｸ,丼�9h+x.丶x4ｨ�ｸ6�/���,�+�.薬�t8ﾊ冏ｸ,ﾃ�hx/�･�,鎚､x4ｨ�ｸ6�/�(xｭIZｨ*�+X,Ikﾈ�/��Uﾈ�+8+�.��ｲ�
して対象物の名称を言う○ �8t(,ﾈ詹��*ｸ,ﾈﾎ2ﾈ+ｸ,ﾈ駟Z�,ﾉkﾈ�/�Uﾈ�+8+�.薬�

家庭でも,同じ手続きで進めるo �i.ｸ,X.�:�+h詹��*ｸ,Y��-�.���家庭でも同様の手続きで進めるo 

描 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�【学校での取り組み】 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�

(D及び(②の内容については取り上げた対象物が理解 ��,ﾉ>�vX,�,(*(,H,ﾒﾉ����闊*ｨ晴,�*�,(+ﾘ+�,h.(+X*��①致び②の内容については,2期の取り組み同様しぐ 

言語として育っていたことから,正確な反応が返ってく �+8,ﾈ�麌,h*(*H雕ｦ�4�,稲逢ﾈ*�.�.�*�,�+ﾘ+�,h*�.r霎��さの演示が有効で,質問の意味理解がスムースに行わ 
ることが多かつたo(釧こついては,これまでの指さしあ ��ﾉ4�,�488��ｸ5x/�鰄+�.(+x*ﾒﾉ�8ｦﾘ,卯ﾘ呵*ｩ]H,�,H*ﾘ.��れ,正確な選択が行われたが,その際,自分からその絵 

輩 鰭 �.�*(-ｨﾗ9:陋ｸ*�.x+ｸ,ﾉ���ｹZ�,ﾉkﾈ�Uﾈ�,h*(*IKﾘ呵詹&��ことが多かつた○(②の内容に移行した際,当初戸惑いを �4ｨ�ｸ6�,ﾉkﾈ�/�ﾋ�*h.�.h*H,�,�,�+ﾖ�(,�,(*(,H,ﾘt�t��に変わったため,当初｢尋ねられることへの心理不安｣ 侈�+�+ﾘ*｢ﾈt�,X,ﾈﾄｨ.云H+X,X+ｸ,ﾈ揄Z�,ﾉw�7(*ｨ.h.介�*��での経験から,とまどいぼほとんど見せなかったが,学 
が見られた｡しかし,反応がない場合,対象物の名称の �,�.�,ﾈ,�,�,�,H*(,�+ﾙlｨ*ｨ*�.な尸�ｨ謌ﾈ8+�*�,X.�+ｸ.｢�用品の選択でつまずく傾向は見られた○④は取り組みの 

語尾だけを言わせるようにして取り組んだ結果,表出が �/�*�*ｹZｨ*�,IKﾘ呵/�]H+�.�.h*H,�,�,�,H*(.定t(t8,ﾉ>��回数が少なく,十分な成果を得られていないが,課題の 
促されていった○尋ねられる場面で自信がなさそうだつ 况X,X,ﾙ����闊*ｨｦy�X+X+ﾘ*ｨ-�,h/�,yn)��,ﾘ,�*ﾒﾈ+ｸ,ﾈﾇ"�意味理解はできつつあり,絵カードを少なくすれば正反 

過 �+ﾚ(784�6ﾒﾈｯz8.�-8+�/�,ﾈ檠�(�ｩlｨ,YUﾈ�+8.ｨ.�+�,b�物の名称を尋ねられることに関しても,声は小さかつた ��/�処*ｸ�+�.薬�があった○ �*｣稲ﾙ}�,h.�ﾋ�*h.�.h*H,�,�,�+ﾖ��【家庭での取り組み】 

【家庭での取り組み】 剋蛯ﾉ①及び②の内容に取り組んでもらった○ここでも 
主に①②の内容に取り組み,学校と同様の結果だったo 凾ｻの絵カードの名称表出がなされているo 

評価 �"�A �"�

考 察 仆8�.(彿.ｸ,�*�.��xｽ�,鰻兒�,Rﾉgｸ髦*ｩyﾘ��ﾋ靜ｨ,h+R�第1期のその事物の名称を表出する内容に,用途とい �+�,ﾈ竧.��x-ﾘ,X,ﾒﾈ4ｨ6X588ｨ�ｸ,YZｨ*�.�+�,h,ﾈ�9j�yﾒ�

て持っているもの,さらに音節の短いものを対象物とし �*INHｧ)4俘(鵁,挨ID�*ｨ��.ﾘ,�+ﾙmｩUxｷ�-�>�vX,X*�,�+ﾒ�解がなされ,概念の整理と拡大が図られたことのはか 
て選んだことで尋ねられることにも慣れていった様子が �*｢ﾈ+�,ﾈ竧.��x-ﾘ/���-�,H*(*ﾙ(h,Ygｸ髦,ﾈ+ｸ,ﾈ駟Z�,��に,自発的に,その曹物の名称を発しながら分類が行わ 

うかがわれる.指導開始前まで｢これ｣で済ましていた ���+x.丼ID�*ｨ.h.��*�,�.�,ﾈ,�,�,�,H*(,�+ﾙvﾈ��*ｨｬ���れたという成果が見られた｡このことは,その事物の特 

対象物の名称を,会話場面で表出する兆しが見られるよ �+8.ｨ.定+�,ﾈ+�,h,ﾒﾈ､x4ｨ�ｸ6�,ﾉ�8ｦﾘ,�����,ﾉKﾘ呵+�*��徴と名称がしっかり結び付いてきていることを示してい 
うになった点での効果も大きかつた｡今後は,対象物の �,X,�*ﾒ�����ﾎ8,ﾈ+ｸ,ﾈ駟Z�,ﾉkﾈ�Uﾈ�,ﾉ�9u�+8*�.x.��B�るものであり.その寧物に対する概念がより碓かなもの 

名称だけでなく,その機能や属性などについても理解さ ��ｨ,X*ｸ.��ﾚ�ﾎ8,ﾒﾈﾚ�ｯｨ宜,�+ﾙw�7(,�.h.丼ID�ｸ/�ｮ��になった結果であると言える○今後は,取り上げた轟物 
せ,概念を整理させたり深めさせたりする必要がある｡ �,鎚4ｨ6X588ｨ�ｸ,�.h.兒ｩ}�,ﾈ�ｨ/��ﾙ.�+Rﾈ.h.挨ID�/�ﾔﾂ�の名称を例えばごっこ遊び場面などで表出できるように 

げてみたい○ �+X,H*(*ｸ+ﾘ*(,hﾖﾈ*h.���



6　全体考察とまとめ

ここでは,本児の会話が豊かになるための3つの課題へのアプローチの成果が,会話という総

合的な力の発揮場面でどのように表れているかを分析し,この取り組みの成果と課題を明らかに

するとともに,各期の会話場面での教師の鋤き掛けの工夫について考えてみたい｡

(1)各期における日常会話の分析の結果から

ア　指導開始前(平成8年度1. 2学期)

①　平成8年6月登校後｡

本児 仆8蹌�

(エプロンを提示し �*�,�ﾈ4x7h8ﾘ98鰄,"�

がら)先生,ばらつ○ �,H*ｸ+ﾘ/�+�,ｶ��

うん○ �+ｸ.｢ﾈ+�.ｨ,ﾃ��

i-..-(N.R_) 蝿+8/�,ﾃ��

うんoS子さんは? うんo(視線をそらしー �8��+8/�.�鰄,�,B�*ﾘ*�,��

まかの活動に移行) 

②　平成8年9月1校時終了後｡

本児 仆8蹌�

先生,お勉強なに? 俛�ﾎｨ+�.h�ｲ�

どこでお勉強するの ? �乂俯ｨ+�.j��

Mちゃんは-? Mちゃん,お勉強し ようねo(M児の所へ 蛮+�.�/�.�耳�+��,ｺ��

移動) 

･指導開始前の会話の特陸としては,会話②に見られるように,直前に自分が経験した活動

に関することや次の学習の確認に関することが話題の大半を占めていたこと｡会話①のよう

に,最初の切り出しは二,三語文だが応答の際には,ほとんどの場合一語文であること｡

｢何の趨強｣ ｢どこで｣ ｢友達はどうなのか｣という質問を確認的に用いていることなどが

挙げられる｡この時期のパターン的なやり取りは,目的を持った情報内容を伝達するという

側面より,そのパターンを用いることで,教師とのやり取りのきっかけを作る目的で用いら

れていると言える｡

二つ目の特性として,会話が持続せず3, 4回のターンの後で終わってしまうことが挙げ

られる｡この点も,上述のやり取りのきっかけ作りの側面が大きいことを裏付けるものと忠

われるが,同時に,教師の鋤き掛けの不適切さが大きく関与している｡具体的には.敏師の

反応が, (Dの会話のように質問が多く,しかも｢うん｣という応答しかできないような内容

のものであるということである｡特にこの時期は,本児からの自発的な鋤き掛けが量的にも

まだ少なく,会話の楽しさを味わわせることを主眼においた時期であることから,本児の発

話を承認するという意図をもっと明確にした反応が求められたと考える｡

イ　l期(平成8年度3学期)

③　平成9年1月着替え終了後,帰りの会前｡ ④　平成9年2月着替え終了後,帰りの会前｡

本児 仆8蹌�

先生,Å子さん病院 俎8*ﾘ/�+�,(,J�巉,ﾂ�V���*�,��

いくの? 

歯医者さん○ うんo �+ｸ*Bﾈ餽�8�(+8/�+��.bﾈ.h*ﾙ&ﾘ,�,H+ﾘ,ｸ�｢�X+�.ｨ,hﾗ8*ﾘ,ﾈ*�,��

本児 仆8蹌�

先生,お勉強は? ぽん○ ��i�h,h*云xｺﾘ+X.h*H,ｺ��ﾟｸ,ﾈ*云xｺﾘ*�,��

あっ,国語ねo今日は 国語じゃなくて算数だ よ. 
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Å子ちゃんおばちゃ

んよe

いいの,いいの, A
::),-''

そうだよ, Hちゃん

も行こうか?

子ちゃんの｡ (Å子の様子を見ている)

算数?ごほん食 べてから? Mちゃんも一緒? Mちゃん,一緒に お勉強しようね○ �+ｸ*Bﾈｸｹ��/���-x,CR�鳧ｭImｨ,ｸ�ｲ�

そう,MちゃんとYち ゃんも一緒ねo 

1期になると話題の内容に広がりが見られるようになり,会話③に代表されるような友達に

関することや前日に家庭で経験したことをよく話題提供してくるようになった｡この中で,敬

師の質問に対して無反応ということがほとんどなくなり,知っている言葉を用いて会話を進め

る態勢ができてきている｡これは,本児が言える言葉を使える質問内容を意識的に盛り込んで

いることもあるが,学期目標で取り組んだ,本児が情報提供してくることの多かった｢母親と

の買い物に関すること｣ ･｢登下校に関すること｣などを質問の内容として取り組んだ成果が秦

れていると考える｡すなわち,これらの内容を質問することで内容理解がスムースに行われ,

本児に｢質問されている｣という改まった意識を持たせることなく,応答を引き出せるように

なり,発話意欲が高まったものと考える｡

･指導開始前の,本児からの発話寮認の意図の明確化という課題を踏まえ,教師の反応はまず

本児から話してきた内容を受け止め,意味付けることを大切にした｡しかし会話③④の両方で

見られるように,一つのターンの中に,承認と質問の切り出しの二つの意図がある｡そのため

最終的には教師主導の会話であると言える｡発話承認のターンと質問のターンを明確に分ける

ことでさらに話の内容理解を図り,次の発話を促すことができたのではないかと言える｡

ウ　2期(平成9年度1学期)及び3期(平成9年度2学期)

⑤　平成9年5月昼休み｡

先生,サッカー｡

うん,サッカー｡

いや, Iくんと｡

Iくん,遊ぶよ｡

く-先生, Iくん何

してるの?

Iくん,くつ履くよ

くつ｡遊ぶよ,おいで｡

あっ,サッカーボー

ルだね｡

先生とサッカーしよ
うか?

そう, Iくんと遊び

たいの｡ Iくんに言

ってごらん｡

Iくん,だまってる

ね｡

くつ履くんだよ｡ H

さん言ってくれる?

⑥　平成9年9月掃除時間中, 5校持前｡

先生,掃除終わった
ら遊んでいいの?

違うの,遊ぶの｡

(粘土をこねる動作)

違うの,歯医者さん
行くの｡こんにちは
するの｡

そう, Mちゃんと｡

プール,プール行く

の,お母さんと行く

応援｡

違うの,プールって

歯医者さんはないの,
歯医者さんお休み｡

掃除終わったらクラ
ブだよ｡

あっ,窯業クラブね｡

えっ,歯医者さん行
くの?

まず,クラブで｡ク

ラブが終わったら-

お母さんとどこ行く
の?

あっ,お兄さんの野

球の応援ね｡

歯医者さんは?
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2期は本児の発話意欲が飛躍的に増大した期間であり,自発的な働き掛けの量的増大が認め

られた｡また3期は,担任との関係において,自発的に繊き掛けて話題提供することが定着し

た時期であり,同時に量的には少なかったが,担任以外の教師に対して嘲き掛けることの兆し

も見られた｡これは,学期目標で取り組んだ｢あいさつをすること｣ ｢担任の名前を呼ぶこと｣

｢簡単な表現で係の仕事の報告をすこと｣が本児からの自発的な働き掛けを促す際に,非常に

有効であり,同時に会話の切り出しとして使えるようになったこと｡及び,尋ねられて答える

だけでなく,自分から担任に教えたいという意欲が蓄積されていったことに起因するものであ

ると考える｡また,会話②④と(砂の比較から,やり取りのきっかけ作りの側面が強かった会話

の内容が,目的を持っだ情報内容の伝達に変化してきており,会話の持続として現れているこ

とも分かる｡この状態での会話の主導権は本児が握っており,やり取りを楽しんでいる状態で

あると考える｡

またこの時期は,会話⑤の｢サッカー｣に代表されるように,指導開始前に見られた名詞を

使わず｢これ｣といった指示代名詞で済ますことがほとんどなくなり,知っている名詞を自然

に用いるようになっている｡ここでは,理解している言葉の表出を促すために学期目標で取り

組んだ,行動課題や要求行動場面での事物の名称表出の成果が会話の中で表れたものではない

かと考える｡ただし,同様に学期目標で取り組んだ,概念をより確かなものにしたり転大した

りする取り組みで抜った諾いについては,名称を聞かれて答えることはできるようになったも

のもあるが,会話の中での表出に関してはまだ不十分な面があり,この点での意図的な取り組

みが必要であった｡さらに,教師の勘き掛けとしては,会話(もの場合, ｢すごい,サッカーて言

えたね｣といった言葉を返して,名詞を用いて発語できたことをまず積極的に認めることも大

切であったと思われる｡

各期における会話の変容の概要

指導開始前 ��ｯ｢�2期.3期 

変 rh 唸ｻ8踪,h,ﾈ.(.稲h.�,ﾂ�･話題の内容の量的な 唳Jﾙ�(�9w�,ﾉ�ﾙ�Rﾈ齷Jﾙ4�,飲ｸ*ｸｧﾈ*��きっかけを作るため 儘ﾈ*ｨ.��X�n(,���+x.儻8��,ﾂ�の量的な増大 
杏 の 概 要 �,ﾈ7�5��ｸ98嶌+X+ﾙ�"���/�ｹ��唳mｩ4�/�鰄,�+ﾘ�饑�6�$(-h,ﾈ昏ﾗ2�Y&ﾘ,�,H*(.冖ﾈ霾/�w�*(+ﾙ/�ｹ�咎9｢�

･｢うん｣に代表され 佗侏ぺ�壱�(,���+X,B�

る一語文での応答 冖9Kﾘ呵*ｨ,�*ﾘ,�.��･担任以外の教師への勘き掛けの兆し 

(2)ま　と　め

｢尋ねられることへの心理不安｣から会話の楽しさを十分に味わいきれていなかった本児

にとって,慣れた相手や内容の会話場面で成功経験を積み重ね,それによる自信を蓄積させ

るとともに応答する力そのものを高めてていくことは,その発話意欲を高め,持っている力

を発揮させる上で有効であった｡

･　パターン化した場面での自発的な鋤き掛けの練習により,本児の中でそれまでなかなかで

きなかった伝達意図を持った会話の切り出しがスムースにできるようになり,同時に,話題
l

提供の量的な増大や内容の広がりにつなげることができた｡
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諾いを拡大したりより確かなものにしたりする取り組みの中で,その事物の名称表出が促

されていったはか,行動課題,要求行動場面という名節表出の必然性の高い状態での取り組

みにより,理解言語を会話の中で用いることができるようになった｡

自分から話し掛けてきたり質問に答えたりすることの苦手な本児に対する会話の中での教

師の働き掛けは,本児が話した内容を受け止め,大きく意味付けていくことがやはり基本に

なる｡その際,承認や質問といった教師の意図を明確に区別したターンを返していく必要が

あり,会話の主導権を本児が握れるようにしていく必要がある｡

本児の将来の生活を考えたときに大切にしたかった, ｢会話を用いたいろいろな人との自

発的なかかわり｣に関しては,十分な結果が得られたとは言い難い｡今後は,担任との関係

の中で築いてきたコミュニケーションの力をより多くの人との関係の中で発揮できるよう,

今回の取り組みを担任以外の人を対象にして継続指導し,その中で　さらに成功経験を積ま

せ自信や発話意欲を高めていくことを大切にした取り組みが必要であると考える｡
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【事例Ⅱ】　内容を整理して相手に分かりやすく話すことを目指した上S児の指導

1対象児の概要(初期アセスメントの結果から)

(1)対　象　児　　L S (女)　中学部3年　　CA 15歳lか月(平成10年1月現荏)

(2)家族構成　　両親,本児,妹3人(小4,小lの双子)

(3)生　育　歴

･妊娠中,出産時;正常分娩,満期産

･乳　幼　児　期:離　　　乳･･･6か月

首のすわり･･･6か月

座　　　り･･･10か月

一人歩g･･･1歳1か月

始　　　語-2歳

･既　　往　　症:骨ずい炎･･･7か月

(4)教　育　歴

･　M保育園(4-6歳)

･ M小学校(6-12歳) 話し掛けられないでいるS児

(5)諸検査結果

･辰見ビネー知能検査　　　IQ-43 (MA5 : 2)　(平成8年4月実施)

･　S-M社会生活能力検査　　SQ-76 (SAll : 2)　(平成9年9月実施)

身辺自立 �ｩ:��作業 �8躪ﾏ�ｫr�集団参加 俾侘�9ﾙ�r�

12:6以上 ��#｣��12:0 塔｣B�lO:2 ��3｣��

I TPA言語学習能力診断検査　　言語学習年齢-6 : 2　(平成8年6月実施)

〈表象水準)

聴覚受容 倩ｸｦ�9vR�聴覚連合 倩ｸｦ��ﾘr�言語表現 �:鞐ﾉUﾈﾋｲ�

8:I 度�ﾃ｣��5:3 塔｣��4:lO �3ｦﾆﾂ�

文法構成 倩ｸｦ�ﾉ�ﾂ�聴覚配列記憶 倩ｸｦ�ｩ��ｴﾈ竒�

7:3 田ｦﾄ��4:10 塔｣��

検査結果からば,視覚一運動回路に比べ聴覚一音声回路に,また表現過程に課題があるが,

聴覚受容については言語学習年齢と比べて擾れており,理解諾いは多いことが分かる｡このこ

とから本児は,聴覚的に認知したものを関係付けたり個体内で操作したりする能力(聴覚連

合)が劣っているために,自分の考えを言葉で表現することができないことが分かる.t:また,

聴覚配列記憶が劣っているために,身の回りで聞く単語や文章を自分のものとすることがうま
ちょう

くできずに,言語表現やその流暢さを獲得する能力を阻害されてきたと思われる｡

(6)コミュニケーション

○　言　　語

･前後の状況説明や主語,述語などがない-,二語文(例: ｢今日,高速｡ ｣ ｢先生,手巻
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き作った｡｣)で話すため,断片的にしか話の内容が伝わらない｡名詞だけでなく,動詞や

形容詞を身に付ける必要がある｡また,場面によっては,伝えたいことがあっても話し掛

けられずにいることがある｡ (話題を提供する力)

･質問に対してta, ｢うん｡｣､｢いいや｡｣あるいは単語(名詞が主)で答える｡また,答え

られずにその場を立ち去ったりすることもある｡ (応答する力)

･教師の質問一本児の応答という形での会話は維持されるものの,話題を共有しながら内

容としての量的な広がりや関連したことで他の内容に転換するなどの質的な深まりは見ら

れない｡ (話題を維持する力)

･　日記は,出来事の後に｢おもしろかった｡ ｣と感想を述べるパターン化したものである

ものの,漢字混じりで書くことができる｡ただし,つづり方の間違い(例:コップ-コー

プ,ちょっと-→ちょうと)がある｡

○　社　会　性

･教師との会話でも正面から顔を見て話し掛けられると緊張してしまう｡

･交流会などの改まった場面では緊張が強く,自分から話し掛けることはない｡また,棉

手から話し掛けられても,小声になってしまいがちである｡

○　認　　知

･　ある単語を聞いて,その事物･事象を表す絵カードを取ることはできるが,りんごとい

う言葉を聞いて関係する言葉を挙げたり,目という言葉を聞いてその機能を説明したりほ

できない｡ (言葉を取り出す働き｢思い浮かべる｣)

･　4数までの数詞の復唱はできるが, ｢時計には,針が2本あります｡ ｣などの文の復唱は

難しい｡ (言葉を取り出す側き｢保持する｣ )

･原因と結果の関係を理解して｢～したら～する｡ ｣や｢～だから～する｡ ｣という質問

に答えることは難しい｡ (判断する鋤き｢推測する｣ )

･　3-5枚のストーリー性のある絵を順序よく並べることができる｡ (判断する鋤き｢配列

する｣)

･用途を聞いてそれに応じた事物･事象の絵カードを指さしたり,その物の用途を説明し

たりすることはできるが,二つ以上の事物･事象についてその類似性や差異,共通性につ

いて類推することはできない｡ (判断する働き｢関係付ける｣)

･三つの関連のない言葉から意味のある文を作ることができる｡ (構成する勘き)

○　コミュニケーション意欲

･話し相手は限られているものの,家庭でのことや行事の印象的出来事を自分から積極的

に話す｡

2　子供や保護者の考える将来の生活及び要望(平成8, 9年度｢子供や保護者の意見を聞く会｣より)

(1)子供や保護者の考える将来の生活

･就職して,自立(一人暮らし)してはしい｡

(2)子供や保護者の要望

･　自分の気持ちや要求を相手に分かりやすく伝えられるようになってほしい｡

･小集団内での話を理解して,同じ話題でかかわれるようになってほしい｡
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3　指導方針

本児のコミュニケーションに関する実態を概観すると,話したいという意欲は高く,自分から

話し掛けるものの,相手が話題を共有できるだけの状況説明がなく,受け答えも単語(名詞が

主)を羅列した話し方のために,会話が広がったり深まったりしていないと言える｡また,改ま

った場面では,緊張してしまい,自分の気持ちを相手に伝えられないでいる｡さらに, ITPA

の結果から,本児が理解諾いは多く,構文カはあるのに,自分の考えを言葉で表現することが難

しいのは,聞いたことを自分の持っている概念と関係付けて理解できなかったり,身の回りで聞

く文章を復唱することができずに適切な話し方を獲得できなかったりしているためであることが

分かった｡

これら本児の実態や保護者の考える将来の生活像,要望を踏まえると,相手に分かりやすい話

し方を身に付けて意思表示をしっかりしながら,周りの人とうまくかかわれるようになることが

本児にとってば大切であると考えられる｡そこで,学校卒業時点では,相手に応じて話題を提供

したり,話題の転換にも対応したりなどしながら,もっといろいろな人と積極的に会話を楽しめ

るようにしていきたい'o　そのために,教師は,本児の話を十分に受け止めて聴き,認めていきな

がら,会話の楽しさを感じ取らせ,話したいという気持ちを一層高めていくことを基本にしてか

かわるようにする｡学部卒業時点では,次の2点へゐァブローチが必要であると考える｡

相手に分かりやすいように出来事を順序立てたり, 填t蝿/�咥+8*h+ﾘ.�,�,rﾉ>�vX/��騫ﾒ�

しなから話す力を形成していくこと○ ��

自分の意思を相手にうまく伝えられないという実態を踏まえ,内容を整理しながら話せるよう

にしていく必要があると考える｡そのために,一つには,研究内容の｢会話を進める力｣の中の

｢応答する力｣にアプローチし,教師の質問への応答がスムーズにできるようにしていきたい｡

この際は,会話が質問一応答という形式で終わることなく,教師が常に本児の言葉を意味的,文

法的に広げて返すことで,会話の楽しさが感じられるようにするとともに, ｢話題を提供する

カ｣にもつながるように会話のモデルを示していくことが大切であると考える｡

もう一つには, ｢言葉を使うための力｣の中の｢構成する鋤き｣を得意な視覚一運動回路(日

記)を活用して高めていきたい｡日記指導においては,書くことへの意欲付けを図りながら,塞

本的には,経験を想起させて書く事柄を見付けさせ,それを順序立てて5WI Hや助詞を用いた

多語文で,自分の気持ちも含めながら書かせるようにしていきたい｡また,書くことだけに終わ

らず,会話につながるように,書いてきた日記を音読することも取り入れていくようにしたい｡

いつでも自分の考えを意思表示できるように,改まった場面や集団の中でも話せるようにし 

ていくこと○ 

伝えたいことがあっても場面によっては話せないでいるという実態を踏まえ,改まった場面な

どでも積極的に話せるようにしていく必要があると考える｡そのためには,そのような場で話す

機会を多く経験させながら,自信を付けていくことが大切である｡そこで,発表した積極陸を賞

賛して自信を付けていくことを基本に,話しやすいように発表話形を示しながら,各行事等で司

会などの係も多く経験させるようにしていきたい｡なお,指導を進めていく中では　聴覚配列記

憶も高められるように,適切な表現方法(話し方)を示して復唱させるようにしていきたい｡
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4　指　導　目　標

学校卒業　目　標

就職先や家庭において,

相手に応じて話題を提供した

り,話題の涯操にも対応した

りなどしなから,積極的に会

話を楽しむことができるよう

にする｡

●　学校目標

○　家庭目標

◎　共通目標

学部卒発く学年)目標

出来野を順序立てて話した

り, 5WIHを押さえて話し

たりなど,内容を整理しなが

ら話すことができる｡

学　　　期　　　　目　　　　標

l期(平成8年度3学期)

◎　本児が教師や両親に学校
の行革や新しい家のことな

どを話す中で,教師からの
5WIHの賛問に答えるこ

とができる｡

2期(平成9年度1学期)

●　教師の質問の意味を理解

し,それに応じて答えること

ができる｡

改まった場面や集団の中で

も機種的に話すことができる｡

●　行事が終わった後の作文

や日記の中で,質問

(5WI Hや気持ちに関す

ること)に対応した書き方

ができる｡

●　交流会や学部行萌,授業
の中など,改まった状況や

集団の中で,発表や司会を

大きな声で行うことができ
るo

◎　教師から出された言葉に続

いて,母親としり取りを5回

することができる(課題膿)｡

●　出来野の順序を押さえると

ともに, ｢いつ,どこで,だ

れと,何を,どうした｣を落

とさずに,日記を曹くことが

できる｡

●　帰りの会や学部朝会の中

で　積極的に拳手し,相手に

聞こえるような大きさの声で

発表するとができる｡

○　分からない品物については

唐風さんに尋ねるなどして,

買い物のお使いをすることが

できる｡

3期(平成9年度2学期)

●　会話の中で｢なぜ～｣｢どうし

て～｣と理由を尋ねられて, ｢～

だから｣と答えることができ

る｡

◎　教師から出された言葉に続
いてしり取りをしたり,連想

される言葉を挙げたりするこ
とができる(課題帳)｡また,

尋ねられて答えることができ
る｡

●　絵本の一場面を見て,分か

ったこと,気付いたことを文

茸化することができる｡

●　帰りの会の中T,日記をみ

んなに聞こえるような大きさ

の声で音読することができる｡



5　指導内容及び指導経過①

学音階業一学年目標ー出来事を順序立てて話したり.5WIHを押さえて話したりなど内容を整理しながら話すことができる○ 

学 期 目 標 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

本児が教師や両親に学校の行事や新しい家のことなど 仆8踪,ﾈ�n(,ﾈｿ�hh/�yﾘ��+Rﾈ+ｸ.ｨ,��+h,I9ｨ*h.�+�,b�会話の中で｢なぜ～｣｢どうして～｣と理由を尋ねら 
を話す中で..教師からの5WIHの鷺問に答えることが できるo �*ｨ,X*ｸ.��ｲ�れて,｢～だから｣と答えることができるo 

描 ��igｸ髦*�.y/�ｹ�+8.ｨ+ﾙ�)��,X檠�(/�跖-�.���①｢何をしたか?｣｢どこへ行つたか?｣｢何を頑張った ��?ｨ�ﾙ�hｨ�,�*�*�.偬�磯h,XﾋH宿,hﾈｸ惠/�Uﾈ+X,H*"�
①｢○○先生｣と相手の注意を喚起してから話し始め �*日8,�,x,ﾈ�n(/�+X,I9ｨ*h+8+�.��ｲ�ることについて尋ねる｡｢どうしてけがをしたの 

させる｡ 宙t�(*(,*:(,x+�,Z:(+�.ｨ,j:(巉/�8,�,x,ﾂ�か?｣など○ 

鷲 内 ���(,ﾉW9k隕ﾘ,浦IZｨ,�,(*(,Bﾊ(*(,*:(,x+�,Z2�5WIHを組み合わせて質問し,それに対応させて答 宙t��ｩlｩ�ｨｴ�*�+X.(+x*(､ygｸ/�ﾊ�+ﾘ.に<x/�+�.�+X+ﾘﾎ2�
｢だれが｣などを尋ねて答えさせる○ �*h+8+�.薬�に｢どうしてそうなったのか?｣などを尋ねる｡ 

③本児の話から教師が会話のモデルを示し,本児に復 ��hｻ8踪,ﾈ�n(*�.x檠�(*ｨ､ｨ跖+8.ｨ.�+�,h,�,�.�*｢ﾈ罫�※発話意欲を損なわないように留意しなから行う｡ 

杏 傅X+8+�.���児の応答した言葉については,十分認めた上で返して ��igｸ髦*ｨ齷Jﾙ4�,�(��+�*�.z8,hﾋ�,�+ﾘ�ｨﾘx,ﾒﾉyﾙu"�
○家庭では,連絡帳を参考に話題を提供して会話を始 �*(*ﾘ.h*H,�+Rﾈ檠�(*ｨ�8*�?ﾈ.ｨ.x.ｨ,H*(.�+�,h/�6��があると話が分かりやすいことを伝え,賞賛するよう 

め,学校での出来事について②③の流れで行うo �*b飩ﾙ�(�9w�/�ﾘ(-�.�.h*H,�+x.���にする｡ 

描 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�担任が変わったばかりの4,5月は,関係ができてい ��,�,(*(,H,ﾒﾈ徂,ﾈｾ�ｹｸ,儂H-x,Hｧxﾕｨ,ﾈ*ｩ�X*ｸ*)yﾙu"�
①については,すぐに｢先生,一〇｣と話し掛けるよう �,�*(,�*�.�*鎚ｻ8踪齷�x.��8ｻR曳ｸ髦,ﾈﾔH*ｸ,掩)��.(橙�を尋ねられて｢おうちのはあんまり食べないからo｣と答 

になる｡ただ',うつむいて話すことが多く.話の内容が 刎(,ﾉGxﾆ�,�,r�*ｨ.h*ﾙZｨ*�.x+にfin(+�*�*ｩ�ﾘ*ﾘ,�.�*｢�えたり,運動会での希望する組を尋ねられて｢白組ol 

翠 経 兌x*ｸ竧.�,�*ﾘ*)YIZｨ,ﾘ*�,�+ﾖ��,�,(*(,H,ﾙ9ｨ*h,ﾙ]B�ちだった〇本児も貿間されても新たに話題提供をして会 僖�*�.s9D竏,ﾈ抦暮:陞�-ﾈ,X+�,(,i�I�x+�,(+ﾘ*�.x�ｺ2�つてくるものの,その後すぐにその場を離れることが多 刎(/�､ｨ跖+x.�,�,rrﾈ.(.稲h.�*ｨ*�-ﾘﾘx.ﾘ,�*(+�,h*ｨ*��と理由も含めて答えたりすることができた○ 

かつたo③については取り組めなかった｡ �.な�n(,�,ﾙ9ｨ*h,�*(+�,h*ｨ*�,�+ﾚ�hﾈ闌為�,ﾘｭhﾅr�一方.時計を例に上げながら｢はかりの針は,どうし 

【家庭での取り組み】 �*ｨ,X*ｸ,H*ｲﾈ自n"ﾙ9ｨ�+�*ｨｦﾘ��,��9ｨ,X*ｸ+ﾘ.りｻ8蹌�たら動きますか?｣の質問には｢本とか肉とか,量ると 

本児からお決まりの話題(好きな教師やテレビ番組の �*ｨ�n(+X,H檠�(/�､ｨ跖+X,�*ﾘ,H.�gｸ髦*�.y�)��/�ｹ�+X+ﾒ�さに使います○｣と自信なさそうに答えることもあったo 

過 �+�,b�,Y^ｩ�X,�-�Bx*ｸ.�,�+X,刎(+Xｧﾈ*�,H,ﾘ*(+ﾘ*｢ﾉ���りするようになった｡②については.本児かーらの開始 ��,�,(*(,H,ﾒ闔ｨ�,冏ｸ/�<x-雍�檍/��ﾘ*�.x.ｨ,�*�,�+ﾒ�

絡帳を基にした学校の出来事についてa)話は,仕事の関 忠�)��/�ｹ�*ｩ�ﾘ*h,H*ｸ+ﾘ+�,h/��雕+R韶h.��x-ﾘ/�(b�ため.取り組むことができなかったo 

係上団らんの時間が取れずにできなかった. 倡�+X+ﾚ��

評価 �"�A ���

考 秦 刎)��/�ｹ�,ﾉ�ﾘ*)gｸ髦,���+X,B鮎�-ﾂﾈ+ｸ,ﾉ797育y;�,X*ｲ�指勢内容にあまりとらわれず,まずは本児との関係を �?ｨｴﾈ,X.�[�+�,H轌;�+X,H*ｸ+ﾘ,ﾈ*ｨﾏx/��H+R騫ﾙu(/����

たためすぐに定着したと考えられる｡②については,衣 俥ﾈ.�+ﾘ-�,痛gｸ髦,ﾉ6�*h.h*H,h*(*Hｴ8鰄+�/�ｻ8踪*ｨ�Z｢�ねられていることをよく理解して｢から｣を使って適切 

児が話したいという気持ちから話題提供してきたにもか 假8*��-��n(+�*�*ｩ�ﾘ*ﾘ,�.x,�*(.h*H,�+X+ﾘ+�,h,Xｭb�に答えることができるようになったのは良かつたoはか 
かわらず教師が質問ばかりしていたことは.心理的緊張 佛x*ｨ,X*ｸ,Bﾈ鴿�h,冏ｸ髦*�.x,ﾉ�)��/�ｹ�*ｩ�ﾘ*ﾘ,�,�,H*ｲ�りの針のような抽象的な質問に答えることは難しかつた 

を強めることになり.結果として会話がとぎれてしまつ �+ﾘ+�,h,ﾙ|x*�,(+ﾘ�ｩgｸ髦,ﾈ�ｨﾘr韈y;�>�vXt�,ﾃUt狽�が,理由が答えられないときに｢分からない｡｣としっか 

たり.答えはするもののその場にいたたまれなくなった �,ﾈ�n(,��9ｨ+x.處ﾘ,ﾒﾈ�Zｨ鰄,�,H*(.�.h*H,X*�.鑓t��り意思表示ができたことは,これまで自信がないと口ご 

りしたようであるこ会話時の雰囲気作り,贋問の仕方な �,�,(*(,H,ﾈ竧.��x-ﾘ/�鉅-�+ﾘ+�,h,ﾒﾈ鳧ｯｩ4�,仆8踪,h,ﾂ�もりがちだった本児からすると,大きな成長ではないだ 
と',本児の気持ちを受け止めることが大切であるo③に 亊hﾅx,�*�*�.價ﾙ�(�9w�/�ﾘ(-�.�+�,h,�,�.なｻ8踪,ﾉ:ﾘ*ｲ�ろうか○今後も継続指導していくことで必要に応じて 
ついては休み時間など自由な場面における指導内容と 乂ﾈ*�ｸ,�.h,�,H,ﾘ檠�(*ｩ��*ﾘ+�,h.�*�.�,�,y�X*ｷ&｣ｩ�ﾂ�理由も付け加えながら意思表示ができるようにしていく 

しては.不適切であったと考えられるo 估�,X*�,�+ﾘ,hﾖﾈ*h.薬�ことが大切であると考えるo 



指導内容及び指導経過②

学部繊学制標l出来矧晒立てて話したり,5WIH輔さえて話したりな!..,内容を離しながら話すことができる. 

学 期 冒 標 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

行事が終わった後の作文や日記の中で,質問 偬�磯h,ﾈ��/�咥+8*h.�,h,h.�,通(*(,"ﾈ,x+�,R�絵本の一場面を見て,分かつたこと,気付いたことを 
(5WIHや気持ちに関すること)に対応した書き方が �+�.ｨ,bﾈ巉/�ﾈ,x*H+X+ﾚ8/�x�,h+8+�,痛?ｨｴﾈ/���*ﾘ+��文章化することができるo 
できる. �,h*ｨ,X*ｸ.停�

描 導 内 容 ��(�ｸ�ｸ,�,(*(,H��*(,H-ﾘ.h*J�8,h攣��/�/�麌+Rﾈ齟�①何について日記を書くのかを本児に決めさせる○ ��,x/�,��ｩlｨ,ﾈ､x*�/�耳�,刎(+Xﾘx*F��
由に蕾かせるo ��(*(,*:(,x+�,Z:(+�.ｨ*ｪ:(,x*H+X+ﾚ8/�/�鹵�②絵を見て気付いたことを箇条書きにまとめさせる. 

②｢一番楽しかつたことは何ですか?｣｢一番頑張つ �+Rﾈ�x穎ﾈ,ﾈ��.#Ut蝿/��8�+X,H��*�+�.薬�③箇条書きにしたものを勘こ,作文を薯かせるo(話を 

たことは何ですか?｣｢△△のとき,どんな気持ちに なりましたか?｣などの課題を提示して書かせるo 剄��.) 

描 傚�*(,H*ｸ+ﾘ+�,h/�ｦﾙDh+X,�*ｨ.ygｸ髦,ﾈｴ8鰄+�,仄HｫB�日記に書くことについては,｢今日の予定｣の板書を 壷V�,刎(+Xﾘx*I&迄､ｸ,X,ﾒﾊ(��+X,H*(.愈:(�ｸ�ｸ,hﾋ�,"�
し,認めるような言葉掛けをしたところ,毎日ではない 伜�ﾖﾈ,�+x*�,俾兒ｨ,Xﾈ�-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｩ?ｨｴﾈ齷�ﾈ,ﾒﾂ�ている.｣と,絵から想像できる様子や会話をいろいろと 

が自発的に日記を書くようになった｡日記の内容として 偬�磯h,ﾈ��/�咥+8*bﾃUt蝿/�x�,h+8+�,傚�*�,H*"�話すことができたoしかし,それを文章で表すとなる 

翠 �,ﾒﾊ(�ｸ�ｸ/�+X-ﾈ+X+ﾚ�*�.�+X.ｸ*�,(+ﾘ,X+r�8,h*(,�+ﾒ�たものの,例文のように出来諺の列記になりがちだつ �,rﾉ�(+X+ﾘ.�,ﾈ.h.畏�mｩ4�,傅ﾘ,�*ﾘ,�.佛委ﾈ*ｨ*�,�+ﾖ��
｢したこと+感想｣のパターン化したものであるもの �+ﾖ�-ﾈ+ﾒﾉ:�+h+�,h/�ﾄｨ.云H+X��*(,H*(.�+�,h*ｩ7���.��表記上でも,助詞の使い方や促音のつづり間違いなどが 

鰭 �,ﾂﾈ�n(,ﾊ(巓8,�,(*(,H,ﾒﾈ�ﾘ,偸�-x.x.ｨ,H*(+ﾚ�+R�り,整理して書けているとは言えなかったo �*�,�+ﾖ�+8.x,鎚�8����*ｸ,�+X+ﾘ.�,ﾈ/�MX,俥ﾉ[h/���*ﾒ�
かし,｢昼休み,どこでだれと遊びましたか?｣とい 忠~�[b��段階になると,箇条薔さにしたものが抜けたり,つなぎ 

過 �,(+ﾘ攣��/�麌,���+X,H,ﾒﾊ(+�.ｨ,j8+�*�,��陌�+X,NTｲ�今日は,2時間目に生単がありましたo生単では,ま 俘x.ﾘ+�+ﾘ+�*�,X耳,(,ﾉ�(,�,�,�,H*(,�*�,(+ﾘ.�+x.�+�,b�
くなど',5WIHを組み合わせた鷺問に対応した書き方 �+�7(6h4�/�ﾊ�-ﾈ+X+ﾒ隗�+X*�,(+ﾘ,X+v��,津8鳧､ｨﾙ��が見られたo 

はできなかったo 末Bﾈ�ｸ�ｸ,h耳�,��(�(/�+X-ﾈ+X+ﾒ隶i*8.�-ﾈ+X+ﾒ��

評価 �2�A �2�

考 秦 傚�*ﾘ+�,h-h,ﾉ.�(*ｨ梔�h*h,�*(.h*H,定ﾜX�,鞅9�"�書くこと善本児に決めさせたことは,題を付けること 佝��+X+ﾘ+�,h,�,(*(,H,ﾒﾊ(ﾚ�?ｨ,ﾒﾈ�ｸ�ｸ*ｨ*�.�-ﾈ+R�
終了後だけに感想を自由に蕾かせ,十分に認めるように �.(��*ﾘ+�,h-h,ﾈ�9w餮H*�,�,(,�*ｨ,�+ﾖ�(i�x,�,(*(,B�た〇〇〇では,△△をしましたo楽しかつたです.ま 

したことで自発的に日記を書くようになったことは良 �,ﾒﾈ�8�ｹ4�,因�磯h,ﾉtﾉk8,ﾉ�X*ｸ+8/�ｫH+h+ﾘ*｢ﾂ�だ頑張りたいと思います.｣と話すことができるのに対 

かつたo日記の内容については薔く前に話し合うこと 填t蝿,倡ﾙwH/�WH*�,Ivﾈ��/��ｨ+X*ﾘ�(*ﾘ+�,h.*(跖-��して,絵の説明になると,様子の列挙になりがちであっ 

で少し膨らみが出てきたが,5WIHの貿問一つ一つに �,鎚鵁,鎚+ｸ+X,BﾈﾜXﾎ8,�8,h*(,�+ﾙ�ｩ��霾/�諄,�,H��たoさらに,文章化するのは話すことよりも難しく,ど 

対応する書き方をすることは難しかつたようであるo対 凅榎�,ﾉzﾈ.ｨ*ｩZｨ*�.�.(+x*(.h*H,傚�*ﾘ+�,h/�轌;�+X+ﾘ+��う葺き表したらいいのかが分からないようであった〇人 

応して答えられなかった場合は,一緒に話し合って確認 �,h,ﾙ|x*�,(+ﾘ�ｩ?ｩUx齷�ﾈ,ﾘ-�-ｩ$)�ﾈ,X*ｸ+ﾘ*｢ﾈ+ｸ,ﾈ自_ｲ�の動作や絵カードを見て｢だれが.何を,どうした｣と 

するようにしたが,日記を書くことの意欲付けを第-に �,H+�,ﾉ?ｨｴﾈ/�,x,ﾈ.h*H,�+X,H檠�(,��h*�+X,H*(*�,�*"�いった5WIHを押さえた文を構成する練習をする必要 

考えていく必要がある｡ �*(*倡y;�,ﾉ>�+X+8/�ｫH+h+ﾖ��があると考える○ 



指導内容及び指導経過③

学部卒業.学年目標l改まった場面や集団の中でも積極的に話すことができるo 

学 期 目 標 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

交流会や学部行醇授業の中など'.改まった状況や集 亢�.�,ﾈ檍.(ｧyYI*��,ﾉ(h,Y���4�,仍8訷+R��ｨ訷,��帰りの会の中で日記をみんなに聞こえるような大き 
団の中で発表や司会を大きな声で行うことができる○ 兌x+�*h.�.h*H,��X*ｸ+8,ﾉ�ｨ,YJﾙUﾈ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���さの声で音読することができるo 

描 導 嫡Hｹ8訷+X+ﾘ,h*ｸ,ﾙ���4�,倡ykﾈ+X,I9ｨ*h+8+�.薬�①1期での発表話形を使って,｢お話タイム｣を設定す ��Uﾈｴﾈ�8,ﾈﾎｸ.�/��9�8+x.�,h,h.�,痛?ｨｴﾈ,ﾉ>�vX,�,"�
②声が小さい場合は｢聞こえないよoもう少し大きな �.宙ｴ�.�,ﾈ檍,X,ﾈ自?ｨ,ﾉKﾘ�薬�いて確認し,本児の気持ちに共感するo 

声でo｣と言葉掛けして.大きな声で言い画させる. ��gｸ髦*ｩ9ｨ*h.(+x*)8ｨ+�ｧﾈ*�.*(�ｨ�ｨ�ｨ/�+X.h*H�ｺ8,b�②教師の前で読む練習をさせる(リハーサル)o 

③｢わたしは.～と思います｡｣や｢わたしは,～を頑 定ﾈｩhH-��,ﾈ7�986x/�/�麌+X,Bﾉ���4�,雨ﾙUﾂ飴8薰��③日記を帰りの会の中で発表するo 

内 容 �*8.�-ﾈ+X+ﾖ�8,�,x,ﾉJﾙUﾈﾎｨﾆ�/�麌+X,I�(+8+�.��ｲ�を促すo ③｢○○さんにまで聞こえなかったみたい｡もう一度 教えてあげよう｡｣と動機付けながら.適度な大きさの 声に気付かせるようにする｡ 

描 ��,�,(*(,H,ﾒ韈ykﾈ+8.ｨ.�,nU�/�,YJﾙUﾈ+X,H*(+ﾖ�2�①については,一日の出来苺の中で楽しかつたことや 做9�8+X+ﾙ?ｨｴﾈ/�<x-�+�,b��ﾊBﾘ5H8ｲ�,�,(*(,H,ﾉgｲ�
手するときは答えに自信があるときがほとんどで大き 舒i*8,�+ﾘ+�,h,�,(*(,B驢(ﾆ�/�ｨ駅�+X+ﾘ+�,h,Y4ｹ7�,��R�児の抵抗は見られなかったが.日記をみんなの前で読む 

な声で発表できていたo②については,声の大きさを意 �+8+8,ﾉ�ｨ,YJﾙUﾈ,X*ｸ+ﾘ.�,ﾈ,ﾂﾉ�(/�+x.亢�檍齷�ﾈ*ｨ晴,��ことに関しては,｢恥ずかしい○｣と消極的だった｡そのた 

導 鰭 俾�+8+�.�,h,h.�,鎚ｻ8踪*ｩJﾙUﾉ>�vX/�Dh-�.�+�,h,Xﾋ�*"�かつたo②については.自信を持って話せることが多か つたようで毎週積極的な挙手が見られ.指名すると適 度な大きさの声で発表することができていた｡ ③については発表内容自体はいいことを認め,言い �-�JﾙUﾈ,h*(*Hﾆ�,X,ﾘ,�*ﾒﾊ)?ｨｴﾈ*ｨ,h,H.�.h*ﾘ��*�,H*"�直しをしてはいたが,最初と声の大きさにあまり変化は 凾驍ﾌでみんなに紹介してみようo｣という動機付けをし 

なかった.③については,発表話形のパターンとなって 凾ﾄ取り組ませたo担任以外の教師にも賞賛されるな&､, 

いる｢わたしは｣や｢と思います｣の部分については, �1回目がうまくできると自信が付いたのか,｢先生,昨日 

いつも大きな声が出ていた.まだ頑張ったことについ 剴匤Lを読むと言ってたけと',読まないの?｣といった積 

過 �,H.��X*ｸ,��ｨ*ｨ�,H*(+ﾘ*｢ﾊ(��,h輊*(-ﾈ+x�ｺ8,ﾉ(h,ﾈ齷Z｢�直しではなく,｢友達の○○さんにもう一度教えようo｣ 仂��ｸ.�ﾊ�.x.ｨ.�.h*H,�,�,�+ﾖX+X*�+Rﾉgｸ髦,ﾈ岑ﾕｨ鳧ﾘ��
で考えなければならない｢～｣の部分については小さ �,i$(�WH*�+ﾘ+�,h,XﾜX�.h.��X*ｸ,��ｨ,Y�(+x+�,h*ｨ,R�(バス)との関係から継続して取り組むことはできなか 

くなりがちであった○ �*ｸ,H*(+ﾚ��つたo 

評価 �"�A �"�

考 秦 冏ｸ髦,ﾉ�ｨ,ﾉ�X*ｸ+8,ﾒﾈ�&8,ﾉ(h,X.�譏檍,ﾘ�8訷,�,X*ｲ�帰りの会での一日の反省については.本児の下校時刻 ��,�,(*(,H,ﾒ��ｯｨ*�.xﾗ8,�,H*ｸ+ﾘ+�,h,X*�.�*｢ﾈ柵�
ていたことからー改まった状況や集団の中での心理的緊 宙6�5ｘ,h,ﾈｭhﾅx*�.xﾇ���+X,H竧.��x-�+�,h*ｨ,X*ｴ%2��児の伝えたい気持ちを十分に汲むことは.②③をするに 

張度のはかに,話すパターンの有無や自信の緯度に大き 俑�ﾎ9�ﾙ.�,ﾈ覈_ｸ,�,(*(,Hﾉ�:(+x.儺ｹwh*ｨ*�.��ｨ自iﾂﾉ�｢�あたって大切なことであったo緊張すると小声になって 

く左右されるようであるoまだ｢もう一度｣と改めて発 �,ﾉ�X*ｸ+8.(ｹ8訷,ﾉ����ｸ,�,(*(,H,ﾒ�:雍�WH*�,ﾈ覈_ｸ."�しまいがちな本児の心理特性を考えると,動機付けがポ 

表させられると,心理的な緊張のためにかえって声が小 刎(+X.(+x*)>�vX/�ﾔ姥h+X+ﾘ+�,h,Y|x*�,(+ﾚ�<�,通(�ｸ�ｲ�イントになったが,発表ではなく.紹介という形で取り 

さくなってしまうこともあったoこのことから,定期的 �+8/�,���+X,J8,i�(+y���ｸ/�ﾉｸ�WH*�+ﾘ+�,h,ﾒ��ｨ,ﾉ�R�組ませることができたのは良かつた｡積極的に発表しよ 

に話す機会を多く設定して.話すこと.特に切り出すこ �+8+8,�,(*(,Igｸ髦齷�x,俟ﾈ*h+8+�.�+�,h,�,(,�*ｨ,�+ﾚ��うという姿勢も見られ始め,自信が付きつつある段階な 

とに慣れさせるとともに.言い直しをさせる場合の動機 俑�ﾎ8,ﾒﾉ�(ﾆ�.#Uvﾂ$�/�咥+8*h,I�(+y�ｸ�/�.h.���-��ので申､-サルを大切に計画的に取り組んでいく必要 

付けの仕方を工夫する必要があるo �,H*(*ﾙTｹwh*ｨ*�.薬�がある｡ 



6　全体考察とまとめ

ここでは,本児の会話が豊かになるためのアプローチが,会話(エピソード)という総合的な

力の発揮場面でどのように表れているかを分析し,この取り組みの成果と課題を明らかにすると

ともに,各期の会話場面での教師の鋤き掛けの工夫について考えてみたい｡

(1)各期における日常会話の分析結果から

ア　1期(平成8年度3学期)

エピソード(D (登校後,更衣が終わってから教室で｡ )

本児 仆8蹌�

キャンプだつて,お母さん○ 鎚*�,�ﾈ+ｸ*H,ｸ�ｲ�

うん○ (沈黙) �*(,(ﾗ8*ﾘ,ﾃ��

Y(母親の会社)の人○ �+�.ｨ,hﾗ8*ﾘ,ﾈ*�,��

みんな一緒にo �8+8/�.�ﾗ8*ﾘ,ﾃ��ﾚ�7�,ﾉ?ｩvｩ?ｨ*�,��

そうだったかも○ 

(不安気な表情でその場を離れる○) 

エピソード(D ( ｢暮れの街の見学｣の翌日｡)

本児 仆8蹌�

先生,昨日は楽しかつたね○ 鎚ｧ�+X*�,(+ﾘ,ｸ�ｸﾎIM�.�*�*(+X*�,(+ﾘ+T�2�+8/�,ﾘ巉/���-x+ﾘ/�+�,(*��Y�ﾈﾆ�,x*H+X,H.尼�
オムライス○人形も買った○ 

うん,おうちにあるo 

(言い終わるとすぐ離れていく｡) 

エピソード③ (本児の連絡帳を読んでいるときに｡)

本児 仆8蹌�

先生,お母さん誕生日だった○ 遅+ｸ*H+�,�+ﾘ,ｳ�#Y?ｨ+�.h,ｳ��ﾙgｹ9d�8+8/�.�+ﾘ*ﾘ+8/�ﾞﾈ,(+ﾘ,ﾃ��
手巻き作った○ 
うんo 唸ｯH,(*ﾘ.x*(ﾞﾈ,(+ﾘ,ﾃ��

うーん,5個くらいかな○ (係の仕事をするためにその場を離れ 

る○) 

エピソード④ (翌日, ③の話題を再度教師から提供したときに｡)

本児 仆8蹌�

うん,作った｡ �8+8/�ﾈ*運ｨ+8/�,ﾉ&��i?ｨ,偃穐ｨ*ｸﾞﾈ,�+ﾒ�/�+�.h,ｸ�ｲ�*運ｨ+8/�ｮﾈ/�+�,X+X.X*Bﾅ8+8/�*ｨﾞﾈ,(+ﾒ�*�.x�ｹ�i�h.���-x,H-ﾘ+ﾘ*�,(+ﾘ,��gｹ9h�ｸ*運ｨ+8/�.�ﾞﾈ,�+ﾘ/�+��ｲ�

おいしかつたって○妹も作ったんだよ0. 

でも,お母さんのが一番きれいにできた｡ 

(うれしそうに教師の顔を見ながら)み. 
んなで一緒に作つたから○ 

1期の本児は,自分から話題提供してくるものの,エピソード①のように,前後の状況説明

がなかった｡そのため,教師は,話の中で不明確な点について尋ねることが多く,結果として

本児の心理的緊張度を高め,教師からの質問だけで会話が終わってしまうこととなった｡発話

意欲があるだけに,本児から会話を引き出すようなかかわりに十分留意する必要があった｡話

しやすい雰囲気作り(関係作り)を大切に,本児の言葉(気持ち)を十分受け止めた上での鋤き掛

け方を工夫していく必要があった｡エピソード②③は,上記のような反省を基に,教師は,最

初本児の言葉に対して共感するような言葉掛けをしているが,途中でつい質問的な言葉掛けに

なってしまい,会話が維持できずにいる｡エピソード④と比較してみると,かかわり手として

の教師の勧き掛け方が会話の豊かさを大きく左右することが分かる｡
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改まった場面での会話についてみてみると,引っ越し先の新しい住所を担任以外にも伝えた

いけど切り出せなかったり, ｢わたしは, ～と思います｡｣の自分で考えなければならない

｢～｣の部分は声が小さくなったりすることがあった｡このことは,伝えたいことはあるが,

どう話せばいいのかといった話し方が分からないためだと考えられる｡しかし,運動会での競

技上の注意や立志式での決意発表など,いわゆる大舞台での発表であっても,事前に繰り返し

練習したことに関しては良かった｡このことから,本児の場合,心理的緊張度のはかに話すパ

ターンの有無や自信の程度によって会話が左右され,それはリハーサル(練習)をすることで

身に付けることができると考えられる｡

イ　2期(平成9年度1学期)

エピソード⑤ (昼休みが終わって,教室に帰ってきたときに｡)

本児i 佝�ｨ蹌�

署かつた○ 遅巉+X+ﾘ,ﾃ��

グランドテニス○ 儺ﾘ+�.ｨ,h+X+ﾘ,ﾃ��

F先生○ 唸ｧ�+X*ﾘ,H.h*�,(+ﾘ,ｸ�ｲ�

K君にもしようと言ったけど',しなかつ た○ 唸耳�,�+x.ｨ,隗�+X*�,(+ﾘ,ﾈ,�,ｶ��

エピソード⑥ (友達が乗り物のビデオを見ているときに｡)

本児 仆8蹌�

この歌,キッズステーションだよ○ 唸-h*h�ｲﾈ,x*H+X,I&ﾘ,�,H*(.�,ﾃ��

今ね,テレビでやっているの○いろいろ と映るんだよ○ うん,ゴルフとかニュースとかいろいろ｡ 遅*(.ｸ*(.ｸ防.�,ﾈ�ｹgｹ9h,�+x+(*(,ｶ��

ち,そうか○ケーブルテレビか何かと契 

うん,お父さんはゴルフのテレビを見て いるよ○ わたしばね,〇〇〇を見る○ 冩�+X,H*(.�/�+��ｲ�'いいな-OSさんも見るの? 

-それつてどんなの? 

歌手とがね,コンサートしたりするのo (困ったように笑って首を振る｡) 坪+ｸ*Bﾉ�i�h.�?ﾈ.�+ﾘ*(,��ｸ5��ｸ7X8ｸ6X8ﾂ�7(*�,�7��ｸ7H4h4�6x*�,��

エピソード⑦ (登校後,突然｡)

本児 仆8蹌�

ll:lOだったo 末ﾆﾃｦﾄ��

お父さん○ 宮崎に行ったつてo 槌ﾆﾃｦﾄ�,�*厩8+8/�ｴ�,�,Ix�+ﾘ,ﾆ�'�*ﾘ,B�

大変だね○ 
･遠いから,帰ってくるのが大変だったね｡ 

お母さん,寝てた｡ (うれしそうに)うん○ 啅8+8/�,ﾘｴ�*ｸ,H+ﾘ,ﾆ�*厩8+8/�ﾅ8+8/��*ｩ�(,�,H,H*H.ｨ+X*�,(+ﾘ*�.�,ｸ�ｲ�

エピソード⑧ (昼休みに｡)

本児 仆8蹌�

あのね,昨日,レストランに行つたの○ 今日が妹の誕生日だつたから〇 ･...(小声で聞き取れない) 鎚.h*�,(+ﾘ,ｸ�ｹ�i�h.�ﾗ8,�,H-ﾘ+ﾘ*(,��ｸ,r�+�,ﾈ8ﾈ5�6x8�93��

i吉野のレストラン? 

ううん,紫原まで行つたのo Nだよo 坪*�*(+X*(8ﾈ5�6x8�98*ｨ*�.�/�+�,ｸ�ｸ,h+��.ｸ,R粨+�.ｨ,ﾉ&��i?ｨ+�,(+ﾘ,ﾃ��
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担任が変わり,まずは関係作りが大切な2期であったが,新担任になった教師も前後の状況

がよくつかめないために最初は質問が多くなりがちで,本児の言葉を受け止め,気持ちに共感

するようなかかわりができなかった｡エピソード⑤は,一問-答式の会話だが,このような会

話でも,最後に本児の気持ちに共感できるような返し方ができると,本児は満足そうに会話を

終えている｡エピソード(釧ま,本児から教師が話をうまく引き出したことで会話の維持が幾分

できている反面,本児が答えにくい質問をしてしまい,そこで会話が急にとぎれてしまってい

る｡エピソード(勤ま,状況説明のない本児からの突然の切り出しであるが,教師が意味的,文

法的に広げて返しながら本児の気持ちを十分汲み取ることができているため本児の言葉数自体

は少ないが会話はうれしそうな笑顔で終わっている｡これらエピソード⑤⑥⑦から分かること

は,教師の鋤き掛け方次第で会話の豊かさが違ってくることは当然であるが,どのような終わ

り方になるかで伝えた喜びやまた話そうという気持ちの高まり,そして二者間の関係も違って

くるということである｡エピソード⑧ば,会話の維持はできなかったものの状況説明があり,

話題の共有がよくできている会話である｡このころの日記を見てみるど, 1期のものより気持

ちも含めて5WIHがよく押さえられており,構文力の伸びが,内容を相手に分かりやすく話

すことにつながっているのではないかと考えられる｡

〈1期の日記) ���(ｯｨ,ﾉ?ｨｴﾂ��

｢ひるやすみにあそんだこと｣ �(-�.�.(+x-ﾘ,�*�+ｸ/�+�+�,j2�
私は,きよう,ひるやすみは,F先生によ 俑�?ｨ,ﾒﾈ-�.�.(+x-ﾘ,墜i�i�h,h鍠,Rﾈ+ﾒ�

ばれて,3年生のきよう室で,Nさんといし �*(*(*ﾘ*�/�,Rﾈ6�6�7�986x98/�.(.�-ﾈ+X+ﾘ�ｲ�

ように,かるたをつくりました○たのしかつ 琶�i�h,ﾘ6�6�7�986x98*ｨ,h,H.�,(.h*�,(+ﾘ,R�
たでず○ �+t��i�h,h*(,�+X.X,鎚-ﾈ+ﾒﾈ-�.�.(+x-ﾒ�,鎚6�6�7�986x98/�.(.�+ﾘ*(,h*�.�*(-ﾈ+x�ｲ�

改まった場面での会話については,話を切り出すことに慣れさせ自信を付けさせようと設定

した｢お話タイム｣の活用は十分にはできなかった｡しかし,声の大きさや挙手の積極性につ

いては話しやすい内容にしたり, ｢○○さんに聞こえるように｡｣と動機付けたりしたことで良

くなった｡また, 6月以降になると,発表の声が小さい友達がいると｢大きな声で｡｣と言葉掛

けして,その友達が大きな声で発表すると満足そうにほほ笑むようになったことから,本児自

身も声の大きさについては,自分で意識し,気を付けるようになってきていると考えられる｡

ウ　3期(平成9年度2学期)

エピソード⑨ (バス停近くの街頭掲示板に張ってあるコンサートのポスターを見て｡)

本児 仆8蹌�
わたし,これ知ってる○先生は知ってる? 壷&ﾘ,�,H.�.h�ｲ�
シャツを持つてる○ 坪*(*(,��ｸ5(985H�ｸ6x,ﾘ�ｨ�ｨ苓+�,ｸ�ｸ��*(,ｶ��8+8/�,ﾈ*淫ﾈﾊﾘ*(,X.�ﾗ8*�.�/�+h.�,�*#��ﾘ,x*H+X,C��

行けない...行きたくない○ 
だってまだうちには小さいのが3人もいて 

世話をしないといけないから○ 

エピソード⑲ (給食中,突然｡ )

本児 仆8蹌�

お父さん出張○ �*�.rﾈ*(,�*(,ﾈ�ｲ�

昨日も出張だった○ 俑�?ｨ+X*�h,�*(,�*(/�+�,ｸ�ｸ*厩8+8/�覃饕�ｮi*8.�/�+�,ｸ�ｸ,X.�ﾅ8+8/�+ﾘ+�(+X*(,ｸ�ｲ�k�?ｨ,ﾘﾄigｸ,�/�+蹂�(+X*(*�,rﾈ�*8+�,b�*�7伜�*ｨ.�.x*h.�/�+h.�,�*#��gｹ9h�ｸ*�+�+�+�,��ｸ�ｸ*ｨ,X*ｸ.�,bﾈ*厩8+2�

熊本に出張なの○ 

うん,あるかも○昨日も熊本だった○熊 

本に新しい○○(会社名)ができたから○ �/�eｨ+X*ﾘ,�.�,ｸ�ｲ�
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エピソード⑪ (現場実習初日,実習先に歩いて行く途中に｡)

エピソード⑫ (2年の0先生がA児の漢字課題帳に学級の生徒の名前を書いているときに｡)

本児 仆8蹌�

0先生,何しているの? 綴�+8/�,ﾈｫ�ｨ/���*(,H*(.�.h�ｲ�
ふーん,友達の名前だね○ �+ｸ*H+�.h�ｲ�

わたしも2年生の友達は大体分かるけど', B君は難しいよね○ 先生,2年生は同じ漢字のつく名前の人が 迄+ｸ*H+�,ｸ�ｹkﾉ��,ﾉ>�+X*)�ﾈ.��ﾘ*(.h,ｺB�

-そうだね○○ロー→□△-→△◇つて続くよ 

多いね○ �,ｺ��

しり取りみたいだね○ 唸ｫ�ｨ,ﾈ+X.稲h.�-ﾘ+ﾘ*(+�,ｸ�ｲ�
わたしは,しり取りをしているよ○宿題み たいなものだよ○ ううん,学校で先生としているよoO先生 とも今度一緒にしようね○ (Bさんが近づいてきたのを見ていて) Bさんの名前もあるねこあっ,次はCさん 坪*�*H+�,X+X.稲h.�/�+X,H*(.�,ﾃ���8+8/�,ﾉhR�,ﾉkﾉ���8+8/�,(,Hﾋ�*Fﾂ�

だo �/�+�.h�ｲ�

えっ,偶然だねOBさん｡(B児の妹の名 坪*闇ｨ+�."�/�,ﾒﾄX��*ﾓ)D�,ﾈｧxｸ�,�*(.鋳�

前もDと言う)よo �+�.f��
びっくりしたo兄弟に同じ名前が二人もい 坪+ｸ.ｨ*�.rﾄh髦,ﾈ*域�+8/�,ﾒﾅ8+8/��r�
るんだねo えーっ!先生,名前つておもしろいねo 倬�,ﾉkﾉ��,i:�+b�+�.h�ｲ�

(2年生の名前を書き終えたのを見ていて) 次は何を善くの?先生たちの名前? 蔦9D��h,�+X.h*H*薬曳ｸ髦,ﾉkﾉ��/���*ﾘ�ｲ��

わたしの名前だ○先生,次は,後二人だれ 啜�+8/�,ﾙ>�+X*(ｫ�ｨ*ｨﾔH*ｸ+�*�.rﾄxﾄ�,b�
を善くの? (教師がH君でペンを止めたのを見ていて) ｢∴｢∴二三∴∴ 蝿ﾄ��ｲ�

･あー,そうだったね○ちょっと忘れてしま 

つていた○ 

i忘れてしまっていたね｡Sさんに教えても 

あっ,帰りの会が始まるね○先生,また明 日ね○ �.x,(+ﾘ*�.x�*�,�+ﾘ.h�ｲ�

2期までに応答する力が高まり,話題を提供することも増えてきた本児にとって, 3期は原

因と結果の関係を押さえることで,より内容を整理して相手に話せるようになることをねらっ

た期であった｡ 10月中旬までは,エピソード(抄のように｢どうして?｣と教師が尋ねて, ｢～だ

から｣と答えるような形が多かった｡しかし,エピソード⑲のように,次第に会話の中でも

｢から｣を使い,理由を添えながら話せるようになってきたことは,それだけ行動や出来事を

推測できるようになってきたからだと考えられる｡ところで,絵本の一場面を見て文章化する

取り組みは,話すことよりも難しいようで,現時点では｢内容を整理して話すこと｣につなが

るかは明らかではない｡今後は, 5WI Hを押さえた文を構成する練習にも取り組みながら,

継続していく必要があると考える｡

改まった場面での会話については,自分から｢日記の発表はしないの?｣と尋ねてくるな

ど　一応の成果は見られたものの, 11月には間隔が開くと｢恥ずかしいから,いや｡｣といった

ことが見られるようになった｡このことは,継続して取り組めなかったために成功経験が薄

れ,みんなの前で発表することへの心理的耐性とともに自信も十分には付かなかったためだと

考えられる｡しかし,エピソード⑪のように, ｢しばらくしたら慣れるから大丈夫｡｣と,自分

自身を見つめての発言に本児の精神的成長を感じずにはいられない期でもあった｡
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エピソード⑫は,漢字課題帳という話題を共有しながら, ｢同じ漢字のつく名前の人が多い

こと｡｣ ｢しり取りの宿題をしていること｡｣ ｢人の名前はおもしろいこと｡｣など言　語題に関

連した内容を提供したり,応答したりと内容の転換を図りながら会話が継続されている例で

ある｡教師の鋤き掛けとしては,本児の主体的な発話を認め,話題と関連のある内容を提供

(応答)して,広がりや深まりを図っているが,この状態での会話の主欝権は本児が握って

おり, ｢先生,また明日ね｡｣に象徴されるように,会話を十分楽しんでいると考えられる｡

(2)ま　と　め

本事例を通して明らかになったことをまとめると以下のようになる｡

･子供の会話の豊かさは,その時々の教師(相手)の働き掛け(話し方や質問)の工夫によ

り大きく左右されるものであり,教師のかかわり手としての資質が問われる｡

二者間の会話においで

は,会話が維持できたか

も大切であるが,どの士

うな終わり方になるか

で,伝えた喜びやまた話

そうという気持ちの高ま

りが異なり,その二者問

の関係も異なってくる｡

改まった場面や集団の

中での会話は,心理的緊

張度だけでなく,話すパ

覇rH漂一角｢野肘硝~ 

i 剿��∴∴:∴∴∵∴∴ 凵��� :雪i繋. 

･∴- ������育��･J='葦藻- ��h���

4m ����享瀦課題懲 劍ｭ��粐ﾒ謦��ｩEi6鮎2�B�����yD粤B� 凭ﾉk"�ｵ�停�･∴∴ ら ∴∵∵ ヽ 

轢 ∴∴∴∴+､∴ 懸 義士/, � 亳ﾂ�千. ･∴ 霧 ��ｷ�'����"�勍●:-∴ 率諒養∵-,- i写言 葉誓覿 

∴.療養 +∴ 

*::._:一塁＼＼高 I ∴∴ti 剪ﾖ���ﾆ��･豊島 ､∴ 定�"�

繕蔭さi 劔劍�ｸ�2��6ﾖ梯�剋O＼＼縫r 

積極的に発表するようになったS児
ターンの有無や自信の程

度によっても左右されるものであり,成功経験につなげるためにもリハーサル(練習)をし

ておくことは大切である｡

･　日記指導による構文カの育成は,出来事を順序だてたり, 5WIHを押さえたりなど,内

容を整理しながら話す指導においては有効ではないだろうか｡

･質問に答えることにより自分の意思を相手にうまく伝えられる力(応答する力)を身に付

けていくことも大切ではあるが,会話の楽しさを感じ取らせ,発話意欲を高めていくには,

会話の主導権を本児が握れるようにしていくことがより大切である｡

7　今後の課題

･今回(申学部段階)は,本児一教師間の会話の豊かさをみてきたが,本児の学校卒業目標に

ある｢いろいろな人との｣ ｢相手に応じた｣といった会話を考えると,今後(高等部段階)は,

友達との会話にも視点を当てて進めていく必要がある｡

･適切な表現方法を示して復唱させていく取り組みは,あまりできなかった｡今後は,本児の

発話意欲をそがないように留意しながら,授業場面においてもっと積極的に取り組んでいくこ

とが大切である｡
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【事例Ⅲ】　会話を進める力を高めながら,相手や状況に応じた話し方ができるよう

になることを目指したN.亡児の指導

1　対象児の概要(初期アセスメントの結果から)

(1)対象児　　N. E (女)　　　高等部2年　　　CA 17歳(平成10年1月現荘)

(2)家族構成　　両親,冗(大学3年) ,本児

(3)生育歴

･妊娠中,出産時:妊娠初期にひどいつわり, 6か月で入院,早産(37週目) ,帝王切開,

仮死匿

･乳　幼　児　期:離　　　乳･･･1歳6か月　　一人歩g･･･3歳

首のすわり-9か月　　　　始　　語-1歳

座　　　り-1歳6か月

･既　　往　　歴:肺炎(生後1週間) ,未熟児網膜症(有限の視力:0.03)

(4)教育歴

･　S幼稚園(4-6歳) M病院, 0病院, K整形外科, W園(心身障害児通園事業)

Y学園(精神薄弱児福祉施設)

･　T小学校(6-12歳)ことばの教室(N小)

･　T中学校(12-15歳) K市Sクリニック(不登校相談)

(5)諸検査結果

･辰見ビネー知能検査　　IQ-50　　(MA8 : 4) (平成9年7月実施)

･　S-M社会生活能力検査　SQ-63　　(SA9:5) (平成9年3月実施)

身辺自立 �ｩ:��作業 �8躪ﾏ�ｫr�集団参加 俾侘�9ﾙ�r�

9:6 田｣b�7:4 涛ｦﾄ��6:8 牝���

ITPAの結果から言語学習年齢-6 : 7 (平成8年6月実施)

<表象水準>

聴覚受容 倩ｸｦ�9vR�聴覚連合 倩ｸｦ��ﾘr�言語表現 �:鞐ﾉUﾈﾋｲ�

lO:6 塔｣R�7:0 田｣R�4:8 田｣"�

<自動水準>

文法構成 倩ｸｦ�ﾉ�ﾂ�聴覚配列記憶 倩ｸｦ�ｩ��ｴﾈ竒�

8:0 鉄｣B�5:4 鼎ｦﾆﾂ�

本児のI TPAの検査結果を見ると,受容過程,連合過程は高いが表現過程での落ち込みが

見られることから,見たことや聞いたことを理解し,それを意味付ける力は持っているもの

の,それを表現する九　特に話し言葉で表現する力が弱いことが分かる｡また,表象水準に比

べ自動水準が低いことから,これまでの日常生活において習慣化されるほどの対人的なコミュ

ニケーションの経験を十分に積んでこなかったのではないかということが考えられる｡
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(6)コミュニケーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○　言　　語

･伝達手段としては,主に話し言葉を活用し,諾い数が多く,いろいろな言いまわしを使

って表現できるが,テレビや大人の会話を聞きかじって言葉の意味をよく理解できないま

ま使っている言葉も多い｡

･主に教師に対して,興味･関心の高いテレビアニメなどの話題を提供することが多いが

学習場面や全体での発表などのときには,慣れていないためか,うつむきがちで小声にな

り,消極的になってしまう｡ (話題を提供する力)

･自分が話したいと思うと,その気持ちが先行して,相手が用事があるときでも話し掛け

てくることが多く｢待って｣と制止しても話し掛けようとする｡その際,伝達の前提や会

話の規則など気にせず,アニメの粗筋などを申Jmこ話し続ける様子が見られ,話題を転換

したり,質問したりしてもそれに応じて答えはするものの,自分が話していた話題に戻し

て話し続けてしまう｡ (話題を維持する力)

･日記は,自分の好きなテレビアニメに関しては,数ページにわたって筋を説明する形で

書くことができる｡出来事については｢今日, ～がありました｡ ～毒しました｡楽しかっ

たです｡｣という決まったパターンで書くことが多い｡

○　社　会　性

･学校･学部行事などで初めて経験することに関しては,失敗を恐れて不安を抱いてしま

い,身体的な症状(頭痛,気分不良など)や不満を訴えるなどの行動が見られる｡

･集団行動は大まかに他の人と同じ行動がとれるが,経験不足のために消極的な態度にな

ってしまう｡また,他人の評価を気にするあまりにかえって目立つ行動をとってしまうこ

とがある｡

･　日常的なあいさつは知っているが,何か心配事があったり,話に夢中になったりすると

できないことがある｡

○　認　　知

･文の記憶は, ｢太郎は長い橘を渡って海の方へ行きました｡｣というやや長い文も記憶で

きている｡数詞の復唱は,四つまでは正解｡逆唱では,数字は覚えているが,逆に並びか

えて言うことが難しい｡ (言葉を取り出す鋤き｢保持する｣ )

･時間割を見たり,教師から日程の流れを闘いたりして一日の活動について見通しを持つ

つことはできる｡ (判断する鋤き｢配列する｣ )

･教師がわざと間違ったことを入れて話したときなど,自分で気付いて指摘することがで

きる｡ (判断する鋤き｢関係付ける｣ )

･提示された三つの単語を使って一つの文章を作ることができる｡ (構成する鋤き)

○　コミュニケーション意欲

･話を聞いてもらいたいという気持ちが強く,高等部の教師など親しくなった人には,自

分から進んで話し掛けていく｡大人と話をすることが中心で,生徒同士では会話がうまく

進められない｡

･憤れるまでは話をするきっかけがつかめなくて｢話をしたかったのに--｣と後から不
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満をもらすことが多い｡ (例:教育実習生や交流学習で来校した人たちと話す場合など)

2　子供や保護者の考える将来の生活及び要望(平成8, 9年度｢子供や保護者の意見を聞く会｣より)

(1)子供.保護者の考える将来の生活

･本児もこの会に参加し, ｢普通に会社に行って鋤くOLになりたい｡みんなで一緒にする

仕事よりは,一人で机に向かってする仕事がいい｡でも,計算がさっさとできないから銀行

員は無理だと思う｡｣と希望を述べた｡趣味を尋ねられて,アニメや声優の名前などを出して

アフレコの話をしなから,声優になる夢を持っていることも話してくれた｡

･保護者の希望は一般事業所に就職できて,一人暮らしができるようになること｡それが難

しいときは,家庭で家事全般のことを覚えさせていくか,あるいは本人が長続きできそうな

作業種のある授産施設(自活に必要な訓練を行うとともに,必要な技能を身に付けさせなが

ら,職業に就けるようにしていく)に行かせることも考えている｡

(2)子供.保護者の要望

ア　コミュニケーションに関する要望

･根気よく聴こうとする姿勢で,人の話を最後まで聴くことができるようになってほしい｡

そうすることで,早合点した行動が少なくなってほしい｡

･他人から嫌なことを言われたり,されたりしてつらい思いをしているとき,心にためな

いで話してくれるようになってほしい｡

イ　その他に関する要望

･経験の少なさが要因と考えるが,心､配性で不安が先立って引っ込み思案になりがちなの

で,輯神的にも落ち着いて行動できるようになってほしい｡

3　指導方針

本児のコミュニケーション意欲に関する実態を概観すると,諾いや知識が豊かで,話したい,

話を聞いてもらいたいという意欲も大きく,親しい相手であれば積擾的に自分の関心のある話題

を提供し,会話をすることができていると言える｡その反面,相手の反応や受け止め方に関して

はあまり注意が向かず,本児からの一方的な会話になりやすいことや,慣れていない相手や状況

では,緊張が高まり,持っている力を発揮しきれない様子が見られる｡さらに, ITPAの結果

から,対人的コミュニケーションの経験を十分に積んでこれなかったのではないかと推察される

ことから,聞き手と話し手の役を交代しながら話したり,伝えたいことを整理して相手に話した

りする場の設定や会話の対象を増やす必要が考えられる｡

次に,本児や保護者は,将来の生活については,一般事業所への就労と自立的な生活を考えて

いる｡本児がアパート等で一人で自活していく姿を思い描S,日常生活で必要なこと(衣類の整

理,洗濯,掃除など身の回りの整備,炊事,金銭管理など)がしっかり行える力を身に付けさせ

たいと願っている｡その保護者や本人の願いを踏まえ,一般就労への希望を可能にしていくため

に,身近にできそうなことを確実に押さえていきながら,本児が主体的に取り組めるように経験

を積み重ねていくことが必要であると共通理解した｡
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コミュニケーションに関して,保護者は日常生活の中で特に課題や指導の必要性を感じていな

かったようだった｡そこで.学校での状況や実態を踏まえ,社会生活を送る上では,様々な状況

や相手の立場を考えて相手とのコミェニケ-ションを取っていきながら,円滑に相手との関係を

結んでいかなければならないことを指摘し,現在の本児の課題を次のように整理していった｡

･会話の規則を身に付け,相手の話をよく聴いてその話題についても話せるようになること｡

･　自分の考えを整理して文を構成しながら,順序立てて話せること｡

･　自分の気持ちを伝えられる相手や場面を堪やすこと｡

会話の規則を身に付け,相手の話をよく聴いてその話題についても話せるようになること｡
1

コミュニケーション意欲が高く,関心の高い話題では,積極的にかなり継続して話せる本児も

まだ会話を楽しいと感じ,お互いの関係を深めようとする気持ちは育っていない｡話したいとい

う本児の気持ちを十分に受け止め,聞き役に徹することで　まず教師が自分の考えや気持ちを伝

えたい存番になれるようにしていきたい｡そして,子供主導で展開していく会話から時折,教師

が質問して答える会話へと移行していくことによって, ｢伝達の前提｣や｢会話の規則｣を理解

し,話題を共有しながら会話を継続できるようになっていくものと考える｡

自分の考えを整理して文を構成しながら,順序立てて話せること｡

考えを整理して文を構成し,順序立てて話せるようになるために,改まった場面としては,

学級の中で全体に向かって報告する機会としての朝の会での日程などを知らせる時間割係の仕

事に絞って取り組んでいくことにする｡この活動を通して,当日の学習場所や内容を担当教師

に聞いて自分なりに整理するという場面が設定できると同時に自分なりに聴いた情報を学級の

生徒に伝えるにはどのように発表すればよいか,教師の前で一度発表してみるなどの模擬体験

を生かして文を構成する場面も設定できる｡また,本児自身,学級の友達が了解してくれたと

いう反応から満足感や成就感が味わえ,主体的に取り組めると考える｡自由場面では,学部の

友達や母親を相手にして体験した学校での出来事などを5W 1 Hに気を付けて話すことを継続

していくことで,自分の考えを整理してうまく話すということにつなげていく｡

自分の気持ちを伝えられる相手や場面を増やすこと｡

気持ちを伝えられる相手を増やすために日常会話のきっかけになりやすいあいさつを交わす相

手を樽やしていきたい｡まず,比較的親しい高等部の教師を中心にして,徐々に他学部の教師に

ついても｢○学部の○△先生だよ｣というように必要な情報を与えたり,自己紹介など実際にや

りとりする場を設けたりして,きっかけを作ってあげながら,朝の｢おはようございます｣と帰

りの｢さようなら｣を中心､にし,相手の名前を付けた上で取り組んでいく｡さらに,高等部の教

師とは,時間割の係で学習内容を聞く活動を継続することで話しやすくなっていくものと考え

る｡また,本児の関心の高いワープロを使う機会を利用し,本児がつづった文を見ながら話をす

る相手が堪えるようにしていきたい｡
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以上述べたように,本児の会話がより豊かになるためには,会話場面で話題を共有しながら,

本児も相手も十分会話を楽しめるように,話題を提供したり,応答したりする力を高めていく必

要があると考える｡したがって研究内容の｢会話を進める力｣を高めていくことが中心的なアプ

ローチになるが,相手の話している内容を正しく理解し,それに沿った形で自分の言葉を発して

いけるように,主体的に聴こうとする態度も育てていきたい｡そして,会話の中で言葉の意味を

教えたり,その時々の場面で,言葉遣いを含めた適切な表現方法を説明したり,例示したりする

ことなども含めて取り組んでいきたいと考える｡ (例:目上の人に対する丁寧な言い方,困った

り,分からなかったりしたときの尋ね方,相手に話し掛けるタイミング,態度など)

頼まれたプリントを渡して報告している様子
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4　指　導　目　標

学校(学部)卒業目標

自分から進んであい
さつし,聞かれたこと

に対しては,物おじせ

ずに答え,必要なとき
はいっても自分から話

すことができるように

するとともに,職場や

家庭では,周囲の人と

話題を共有することが
できるようにする｡

●　学校目標

○　家庭目標

◎　共通目標

学　年　目　標

時間割係の仕事や家での手

伝いにおいて,相手に分かり

やすく尋ねたり,発表したり

することができる｡

会話の規則を理解し.相手

の話を聴いて,交替で話した

り,経験したことを順序立て

て話したりすることができ

る｡

学　　　期　　　　目　　　　標

1期(平成8年度3学期)

●　時間割係として,一日の

学習予定を担当の教師に聞
いて.朝の会で発表するこ

とができる｡

●　作業学習では,仕事の報

告ができるとともに,やり

方が分からないときや困っ
たときは　自分から尋ねる

ことができる｡

○　夕食の準備や後片付けを

母親に尋ねながら手順よく

進めることができる｡

◎　ワープロを使った活動を

しなから,周囲の人と楽し

く話すことができる｡

2期(平成9年度2学期)

●　教科などの学習内容につい
て.どこで,どんな内容があ

るのかを担当の教師に尋ねる
ことができる｡

●　時間割係として,一日の学

留予定を時間割に沿って,場

所や学習内容を発表すること
ができる｡

○　体育服や作業着を洗濯する

ときに｢次にどうすればいい
の｡｣と尋ねながら取り組むこ

とができる｡

◎母親や学部の友達に学校や家

庭での出来事を5WI Hに気を

付けて順序立てて話すことがで

きる｡ (修学旅行,校内･現場

実習,校外宿泊など)

2期(平成9年度2学期)

●　教科ごとに,学習場所,内

容,準備するものについて担当

の教師に尋ねることができる｡

●　一日の学留予定を時間割に

沿って,学醤場所や内容,港

備するものについて友達に伝
えることができる｡

◎　作業学習や家庭でのお手伝
いをするときに終わったこと

を報告したり.仕方の分から

ないところを尋ねたりするこ

とができる｡

◎母親や学部の友達に学校や家

庭での出来轟を5WI Hに気を

付けて順序立てて話すことがで

きる｡ (運動会,教育実習,校

内･現場実習,附護祭りなど)



5　指導内容及び指導経過(D

学年目標中寺間割係の仕事や家でのお手伝いにおいて,相手に分かりやすく尋ねたり,発表したりすることができる○ 

覇 思 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��
時間割係として.一日の学習予定を担当の教師に聞いて, 倬隴HｨHﾅx,h+X,B闔ｩ?ｨ,ﾈｧx�uﾉ.�/�鳧ｭHｨH,��,�,H�ｨ�."�一日の学習予定を時間割に沿って場所や学習内容,準備す 

朝の会で発表することができるo 乂x�>�vX/�JﾙUﾈ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�るものについて友達に説明することができるo 

描 嫡Hﾈ�?｢靱ｨ鳧,ﾈｴﾉ?ﾈ+X,H*�.凉8,hｧx�>�vX/���*ﾙy8,兒ｨ*��(D書いた用紙を担任に見せて.報告し,記入したことを碓 ��8�8(/�ﾊ�,�*�.rﾈｻ8怩ﾈ4�8ｸ�ｸ7h+(,h,�(*(,*:(,x+��てある用紙を準備し.担当教師に聞いたことを記入させ �ｸ+8+�.薬�で｣｢どんなことをする｣｢準備するものは○○｣と整理 

翠 内 �.��ｲ�｢H先生.書きましたo見てくださいo｣ �+X,B顏x�zx,H,I6�*h.�ｸ�/�+8+�.��ｲ�t�JﾙUﾈ+x.佛x,ﾉti$(,定8�8(/�ﾊ�,�*�.xｧyz�ﾉ.�/��騫ﾘ+R�,I6�*h+8+�.����鳧ｭH+(,h,帝�ｨ訷,ﾈ�n(/�.h*ﾙ*�*(,I9｢�*h.�+�,h/�o���+8+�.薬��
｢失礼します〇人つてもいいですか｡｣ 宙t�ｴﾉ?ﾈ+X+ﾘ+�,h,舒�,8*(,I*�,ﾈ檍,X自?ｨ,ﾈｧx�uﾉ.�/�ｧx��

｢○○先生.ロ口は何をするのか教えてくださいo｣ �+x.��ｨ�.(ｧx�>�vX/��騫ﾘ+X,IJﾙUﾈ+8+�.��ｲ�

容 ��ｴﾉ?ﾈ+X+ﾘ+�,h,舒�,8*(,I*�,ﾈ檍,X自?ｨ,ﾈｧyz�ﾉ.�/�JﾙUﾂ�｢ロロは.△△で-をしますo｣ 

させる｡ �(ﾏｸﾏｸ,ﾒﾘ,X+v�+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈ�ｨ�,俎8,�,H*ﾘ+�+8**�2�

鰭 唳w�鑄,ﾈｴﾉ?ﾈ,ﾈ覈_ｸ/�Zｨ*�.x+�.�+ﾘ-�,帝%9D8*ｨ鳧ｭHｨH."�i(Dについては,係の仕事が終わった後の報告の仕方を練 唸t�,�,(*(,H,ﾘｻ8怦ｧx�鞐ﾈｼhｧx�,�,rr�4�8ｸ�ｸ7h+(,b�

担当教官を記す必要があったのは,最初の1週間だけであ 做ｸ+x.��ｩlｨ,X,ﾒﾈﾈ�-ﾈ,�+ﾘﾋ�*)_ｸ,Y6�*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾚ��に記入する様式の用紙を準備したことでそのメモを見な 
つたeその次の週からは.自分で週報や教官室の日程表で �+X*�+Rﾈ覃馼,ﾈ訷�域H馼*ｨ�.ﾘ,�+ﾙ_�ﾙ�/�+x.壷>�vX/��ｦﾙDh+Xｹh�(/�.�.x*Bﾘ8�8(/�ﾊ�,IJﾙUﾈ+x.著,偖ﾘ,�,Hﾗ8*B�がら順序立てて伝える練習をすることはできた｡ 

時間割を確認し,用紙に記入することができた｡ ･(動一いま担任山..i-刃｢生亜 勍②については.全体の場での発表と比べて気楽に取り組 一一一塞. 

導 ��ｸ,(,Fﾂ褸,ﾈﾘH,Y�ｸ�+x.�,h*ｸ,ﾒ��b鞁�:��,ﾘﾚ�?ｨ,ﾘ巉/�+x.�,ﾈ,X+x*�8,hﾋ�*h.�,ﾈ+�*｢韲�ﾝｸ�ｩlｨ,R�ことの大切さを理解させて取り組めなかったこと.朝の登 �-�+ﾙvﾈ��,X*�,�+ﾚ�ti$(*ｩ��,ｸ+ﾚ8,h,���+X,Hﾏｸ-ﾘ.乖��:篷ti$(*ｨ��*ｸﾙ�-�,ﾈ/�ﾊ�,�*�.rﾉTｹwh,�+�,h/�WH*��*b�
ば話し慣れていない教師に話を切り出せずにもじもじし 俔ｨ*ｩ'�*ﾘ鳧ｭH*ｨ,�*�,�+ﾘ+�,h,�,x,ﾈ+ﾘ-�,傲越ｨ+X,Ht�,ﾈｨ��て話す活動などが見られて会話の規則を習得することに自 

鰭 �+ﾘ.る�(+XｫX.ｨ,H*(.仆8踪,���+X,J)�i�bﾉ�i�b靺�?ｨ,ﾒ�動に臨むことが多かつたo ��(,佇ｸ-�WH*(,H*(,�+ﾘ�ｸ��ｹ:�ﾘ,h*(*H+�,h.�*�,�,B�&ﾂ�ロロは何をするの.｣と友達に言うような聞き方になる姿が 唸t�,�,(*(,H,ﾒﾈｧxｸ�,ﾉti$(*ｪ(*(,"�,x+�,R陋ﾘ*ｨ*��時間目はなに?｣｢生単で職場の生活についてだよo｣｢○ 

過 �-ﾘ.x.ｨ+ﾖ��る｣と分かることが大事なことを繰り返し説明すること で',教科やケル-プごとに整理して.順序立てて発表でき �4�8ｸ�ｸ7h,ﾓ�D�,ﾈｻ8�ﾒﾒﾊ8,h*(*H.(.稲h.�/�+X,H*(+ﾖ��
･②については.書いたメモを見て｢1時間目のロロは～ 剏ｻ場実習.校内実習の間は活動が途絶えていたが.学営内 

をして2時間目の作業は,窯業斑は～,手芸班は～--｣ 剽eや場所について前日に担当の先生に尋ねて記入してもよ 

とそのまま読んでいる感じで.学級の友達に分かるように �.�.h*H,�,�,�,H*ｸ+ﾘ�ｸ+X*�+Rﾉ�ｨ*ｨ抦+8*ﾙ��ﾏｸ,�,�,�,H+R�いこと.仕事を継続する大切さを話すことで再開すること 

発表するところまでは至らなかったo �-ﾈ*(*ｨ+�,X*�,�+ﾖ��ができたo 

評価 �.r�B ���

考 秦 ��9�ﾈ,ﾈ�ｨ,X,ﾉJﾙUﾈﾆ��/��ﾘ*ﾘ+x.�,h*(*H+�,h,亊h+X,H,ﾒ��経験したことのある係を引き続き行うということで不安を 冏ｸ髦*ｩ�ﾈ,ﾈﾅx/�ｯ9eﾘ+X+ﾘ,ﾈ,R��9�ﾈ,ﾈ�ｨ,X,ﾉJﾙUﾈ,h*(*Im｢�

適切な目標であったと考える○ 兩�*�+�,侈�,ｨ+X/�.�,�,Hﾅx,ﾈ覃馼,�,ﾘ竧.��x-�+ﾖ��-ﾈ,�+ﾒ�標から係の友達に伝えるという目標に変更したo教師は当 

朝の会で1日の学習予定を発表することに関してはほぼでき 侏�*)_ｸ,ﾉ�ｸ�,ﾙ�ｸ�,h*(*H�8�*ｨｺﾘ*ﾒ韲�ﾝｸ,俎8*H,h*ｸ,ﾒ��初.時間割に沿って.場所や学留内容.準備するものなど決 
るようになっているo｢1時間目のロロは,-で～がありま 俾兒ｨ�訷,僵ｹ&h+X,H覃馼,ﾈ訷�/��zｨ+X,H+X-ﾈ*H+�,h*ｩ�ﾘ*��まった言い方で伝えることをイメージしていた○しかし. 

す｡｣と教科.グループごとに｢いつ｣｢どこで｣｢何があ �,(+ﾒ韶引x,偖ﾘ,�,H覃�*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�.�-ﾈ,Xｻ8踪.��8��｢何をするのか｣｢どこでするのか｣という問いに答えると 

る｣ということを意識して整理して発表できるようにするべ �+X,H竧.��x-�-x*ｸ,X*�,�+ﾖ���k�+X+ﾘ*�.yZｨ*�.�,ﾘ+�+�,h*"�いうやり取りを通して,必要なことを整理して分かりやすく 伝えていけばいいのだと気付いていったようであるo このような生徒同士でやり取りのできる活動を仕尊の手順 の説明.学習用具の使い方の説呪物語の粗筋を話すなどの 作業学習や教科学習の場面で設定していくことも会話の規則 を身に付けさせるときに有効なのではないかと考えたo 係の仕事を続けていくことで相手の話を聴いて.整理し 
さであったo全体の場で発表するということに主眼を置いて �*H輊*(ﾙ�-ﾘ*ｨ*�,(+ﾘ,h*(*IKﾘ�,ﾙMｸ-�,�**��

しまい.決まった言い方を理解させて.櫛成する働きを高め ��ｨ訷,�.h*ﾙ6�*h.�+ﾘ-�,�)�(+y�ﾈ+::)�ﾉ�H.)YH夊,ﾈﾔﾈ+2�

るための手だてにまで考えが及ばなかったo �,�,x*�.yKｹ&h+X,H-ﾘ/�,�,兌x+�*h.�.h*H,��X*ｸ+8,ﾉ�ｪ99�,��

学習場所と学習内容について聞いて発表することを言葉で �,(*(,H.��8�+X,IJﾙUﾈ,X*ｸ.�.h*H,�+X,H*(*ｸ+ﾘ*&��
は説明したが.用紙には1つの欄しか設けていなかったoそ 佛x,ﾈ覃馼�ｩlｨ,�*�*�.兩�ﾙ��ｩlｨ/��ﾘ.(+x+ﾘ-�,鎚ﾞﾈｼhｧx��
のために,聞いたことを続けて記入してしまい.整理して分 �,X.�訷�,偖ﾘ,�,I_�ﾙ�/�+x.�,h*(*H+�,h,偃h.��x/�,X*(*ｸ+ﾒ�てまとめることと相手に分かりやすく伝えることの大切さが 

かりやすく発表するところまで至らなかったと考えるo �**�-ﾈ+陷i.ｸ,X,ﾘ+Y?ﾈ.ｨ.)J��ﾈ.�,ﾈ攣��,偃h.��x-ﾈ+痛���本児なりに理解できつつある｡公共施設の利用の学習や学習 

メモを見せて｢先生.終わりましたo｣と報告させ.発表内 �,ﾉ*�)�i�b頡�.ﾘ.�-ﾈ+X+ﾖ��,H*ﾘ+�+8*&Z8,hﾋ�*h.�.h*H,��発表会の学習を通して班長として学習予定を伝えられるよう 

容を確認する場の設定が必要である○ �+X,H*(*ｸ+ﾘ**��にできたらと考える○ 



指導内容及び指導経過②

学年目標i会話の規則を理解し,相手の話を聴いて,交替で話したり.経験したことを順序立てて話したりすることができる. 

競 冒 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��
ワープロを使った活動をしなから,周囲の人と楽しく話す 竸ｩ�X.(ｧyYH,ﾉti$(,乂xﾕｨ.(彿.ｸ,X,ﾈ�x穎ﾈ/�Ut蝿,亢2�母親や学部の友達に学校や家庭での出来事を5WIHに気 

標 �+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�を付けて順序立てて話すことができるo �/�WH*�,H��zx,H,I�(+x+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

描 ��5(985ｨ986x/�ﾛx+Xﾙ�-闔ｨ顥Vﾘ/�?ﾈ.ｨ.坪8��ｸ7h8ﾘ枴lｨ,��①相手の話をよく聴こうとする姿勤,交替で話すという会 ��ｸｹ�磯隴H/�y駅�+R霆8踪*ｨ�9�ﾘ+X,I��/�+驢)��,���+X,B�する-書式を設定する一文を書く-フロッピーに書き込む 刎(,ﾈｴｹ�X,�,x/��x,儻H*�+8+�.�+ﾘ-�,鎚鳧ｯｨ,�*�,�+ﾘﾗ8饕�周囲の友達と会話が続くようにさせるo教師の介在を徐々 

翠 �,h*(,(訷�/�yﾘ��+8+�.薬�を話題に選び,教師が質問したことに対して答えさせるo �,侏�.x+X,H*(*ﾖ�竧.��8+�.刎)��,ﾘｺI,ｩ�ﾈﾋ�,X*ｸ.��:��橙霆8支���ﾈﾋｸ�｢靱ｩ>����XﾙwｸﾝX.�,俟�,�,H*(*ﾘ�ｲ��②使う前に手順を確認する場を設定し,①の手順について 宙ｧyYH,ﾈ���/�(xｭH,�?ﾈ.ｨ,B��

内 容 ���k�+8+�.薬�(9｢いつどこでこんなことがあってこんなふうに恕 
③書く内容については.本l勘こ任せるが表記の仕方や操作 �,(+ﾘ�ｺ8,i�騫ﾘ+X,I6�*h.�,iZｨ*�.�.(+x*(+�,h/�咥+8*h,I?｢�②と③については2期に引き続き同じように取り組むo 
などで困ったときには尋ねるようにさせる｡ 亢ﾈ/���*�+�.薬�

④打った文書を家族や友達に紹介できるようにする｡ �(彿.ｸ,X.�t�,i:�+i�)��,Y�(/�6�*h.�.h*H,�+8+�.薬�

脂 ��5(985ｨ986x/�?ﾈ.ｨ,H8��ｸ7h8ﾘ枴lｨ,�+x.�,h+�.ｸ-ﾈ,X-辻�･(Dについては修学旅行や校内実習,校外宿泊などの学 亦З,�,(*(,H,ﾒﾉ��7��ｸ5x,X��-x+ﾘ竧.��x-ﾘ,ﾈﾏ�ｨ.��H+R�

人でできるようになったoしかし,書式を設定したり,書 凛�/�,ｨ+X,H4�8ｸ�ｸ7h,X,ﾈｨ�:�*ｩ�ﾘ*�,(+ﾘ,ﾈ,XｺI,ｨ,ﾉ�)��,R�て教師が介在しなくても,友達同士でテレビドラマを話題 
いた文書をフロッピーに書き込んだりするのは教師の援助 冽x/�+x.亢�檍,ﾙ�ﾘ*�,(+ﾖ�8踪,ﾈ�n(,���+X,H,ﾒﾈ齷Zｨ,R�にして｢だれが出るの?｣｢それからどうなつたの?｣な 

を必要とするo 俟ﾈ*h,I9ｨ*h.x.ｨ.�*｢ﾉ�(+Xﾘx*(ｨ�:�,�,�.�,i[x*ｹo�,�-ﾈ.ﾒ�どと賛同する姿が見られた. 

②コンセントを差し込む一種瀕を入れる-ワープロ画面に �.�+�,h*ｩ�ﾘ*&��ﾎｨ,YD�,ﾈ��*(�,����+x.�,h*(*H5��ｸ8��･②については出来事を整理して書く中に友達の様子や 

翠 経 �+x.�,h*(*H,h+�.ｸ-ﾈ,X,ﾒﾉ��k�,X*ｸ+ﾖ�+X*�+Rﾈ����ﾙ.��があった○｢誕生日を聞くo｣という0先生の言葉をヒントに �+ｸ,ﾈ,h*ｸ,ﾉti$(,ﾈｴ8鰄+�/��I�ｨ+X,H��*�+�+ﾘ.に?ｨｴﾈ,ﾉ�2�については,設定項目が詳細なので操作の手順を覚えるま �(�ｸ�ｸ+8/�,ﾘ巉��8,i��,ｸ,�*ｨ.x8ｨ�ｸ5��ｸ5h6(7h/�,h,�,B�わりに読書感惣文を課題にして粗筋や登場人物の気持ちを 
でには至らなかったo操作の仕方を順番に本児に理解でき 俎9:�+x.倡�*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾖ��推測させて書かせたりすることにも取り組んだ.日記では, 

る言葉で書いて示していくなど工夫すべきであった○ 唸t�,�,(*(,H,ﾘﾅxｨ�:�,X.�:�+h.h*H,�+�,h,偃h.��x/�,R�｢Eさんは,こんなふうに書いているけど～いう考え方も 

③自分のワープロより使い慣れているM教師のものでテレ �*ｸ+ﾖ�(ﾚ�?ｨ�ｨ鳧ｭImｨ,ﾘ��/�+X-ﾈ+X+ﾒ�8,ﾈ鵁,乂x�>�vRﾈ齟�あるよねo｣と話すEFrC,｢あ,そうかoだから～だったん 

過 �7(4�6ｨ8�/�益�ﾈﾏh,�+X+ﾙ�鞐ﾈ/�+x.�+�,h*ｩ�ﾘ*�,(+ﾖ�i$"�分の状態,感態などを整理して書けるようになったo �+踰8,i�ｨ訷,ﾈｴ8鰄+�/�Zｨ*�.ｸ*H,h+x.侏駢H*ｩ[x*�.ｨ.�.h*B�口調になるものの,操作で困ったときにはM教師に尋ねる 唸t(,�,(*(,H,ﾘﾋｸ�ｨ���.(ﾕｨ､�迂�,ﾉ�)��,Y^ｩ�X,i�(+��になった｡ 
ことができた○文の内容についての問い掛けに答えるとい �+ﾘ,h,ﾈ+�,h�ｹX9�X.�gｸ髦,ﾉ�(+Y�ｨ訷/�+X,H*ﾘ.ｨ.�.h*H,�,��･③については,運動会や育英営,現場実習など苦手な行 

うやり取りができるようになってきたo �,(+ﾖ�兒ｨ*ｩH8*(+ﾘ*)Z�/��)��,�+X,H*淫ﾉ,x*(/�whｸ�+x.��華が続き,逃避傾向の言葉が多かつたのか母親から｢プラ 

④名前や住所,学部の先生の名前等は紹介できた○ �.h*H,�,�,�+ﾘ,h*(*H+�,h+�,�+ﾘ�ｲ�ス指向で考えてごらん.｣と言われたと話すことがあったo 

評価 �"�B �.r�

考 察 �8��ｸ7h8ﾘ,ﾉ[h���ｩlｨ,�+x.�-ﾈ,X,ﾉ��ﾞﾈ,ﾘ齷Zｨ,X,X*ｸ.�.h*B�学習場面では相手の言葉に注意を向けて聴こうとする姿 ��ｨ訷.(�8ｻX,��+h+ﾙ�(+Y_ｸ*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�.�+�,h/�mｨ闥�

になってきたが文を創作することへの関心が高く,操作方 �*ｨﾊ�.x.｢ﾈ檠�(,ﾈｴｹ�X/�荿,�,Hﾏ��h,Y�(/�+x.�+Rﾉ?ｨｴﾈ.���して,会話の規則を理解し,出来事の順序を押さえて整理し. 

法を周囲の人に教えることへ関心を向けるのは難しかつたo 兔Hｭ�,ﾈ��/�咥+8*h,Bﾉ�騫ﾘ+X,H��*�.�.h*H,�,�,�,H*ｸ,H*"�て話すという会話を進める力にばかり視点を当ててアブロー 

ワープロを使った活動を通して,やり取りをする相手を教 �.��+X*�+Rﾈ-8+�/�,ﾈ檠�(,ﾈ�ｩlｨ,X,ﾙ�(+X+ﾘ*(,h*(*H輊*"�チしてきた〇本児自身の集団行動における経験不足もあっ 

師に絞って取り組むべきであった○周囲の人ということで友 �*ｩ�hﾗ8+Rﾉ:ｨ,儿(*�/�+�+�,h/�+ｸ,ﾈ-ﾈ-ﾉ�(+Y�X*�,H+X-ﾈ*H�ｲ�て,いろいろな気持ちを表す言葉を表出していても気持ちと 

達まで範囲を広げたことは目標を高く設定してしまった○ �?ｨｴﾈ/���*ﾘ+�,h*ｨﾋ駢H/�諄*H+ﾘ-�,ﾉ|ﾘ/�ﾘ(-���zx,H,I�"�行動が結びついていないことが多かつたoそれだけに,相手 の気持ちを推測し,相手の行動の意味について考えさせるよ うな問い掛けをしていくべきであったと考える○2学期後半 から取り組んだ相手の気持ちを推測する日記の取り組みを継 

ワープロを使ってM教師とやり取りすることで,共有の謹 �+x+�,h,�,(,�*ｨ.�,ﾈ,X,ﾘ,�*(*�,hﾖﾈ*h,H竧.��x/�,X*ｸ+ﾘ*｢ﾂ�

題で会話を続ける楽しさを感じてきたように思われるo教官 �+�,ﾈｯｨｭH+�*�,Y�ﾈ惠/�Kｹ&h+x.�,ﾈ,ﾙ>�+X*(,hﾋ�*h.��ｹx逢xｯ｢�

室でのやり取りということもあって,他の教師も加わること �.�ﾇ��X+X,H竧.��x-ﾘ+ﾘ*&��競することで体験したことと気持ち,そのときとつた行動 

があり.親しく話せる相手が増えてきたようであるo �i.ｸ,X.�自_ｹ4�,��(*�.rﾉ�X��,ﾈ.(.稲h.�.x+X*ﾘ,�,�,B�の意味などが本児の中でつながるようにしていきたいoその 

担任は本児が打った文事などを用紙ぼ岬｣して,高等部 �*ｸ+ﾘ,h*(*H+�,h,X*�.��ｹ�)��,�+X+ﾘﾗ8馼/�ﾖ�,�,Bﾈ檠�(,ﾈ4r�ことが,相手の状況を判断する,話し掛けるタイミングをつ 

の先生方や学級の友達に紹介する手だてを取っていたなら �786ﾘ�ｸ6�/�8�8(+X,H.�.x*"絛t蝿,亢8/�WH*�,H��zx,B�かむことにつながっていくと考えるoまた,どんな現出で不 

ぱもう少し会話の相手や内容に一幅が広がったのではないか �,I�(+ｸ*H,h+X,H*(.�*佶�:(+X,H*(*ｸ+ﾘ*&��安なのか自分の気持ちを整理していくことにもつなぎ,プラ 

と考えるo 刄X指向で考えられるようにしていきたい○ 



6　全体考察とまとめ

ここで島　本児の会話が豊かになるためのアプローチの成果が,会話という総合的な力の発揮

場面でどのように表れているか,各期の会話例や授業の様子などを述べて,この取り組みの成果

と今後の課題を明らかにしていきたい｡

(1)各期における日常会話の分析の結果から

ア　指導開始前(平成8年度1, 2学期)

<平成8年7月登校後の更衣のとき｡>

本　　　　　児 教　　　　　　師

先生,先生,夏休みはどうするの?

私の家ではね-,毎年夏休みは海水浴に

行くことになってるの｡

お父さんがね, 1週間ぐらい田植えの手

伝いをしないといけないからね｡その時

行くのよ｡ (本児の両親の田舎と聞き手

教師の田舎が同じなので,これだけ言え

ば分かると考えたのか)

そう,そう稲刈りだった｡それでね｡そ

の1週間のうちで私の家では,海水浴に

行くことになっているの｡

先生,海はK市にぽっかりあるんじゃな

いよ｡それでね,その時,従兄弟の世話

をしなくちゃいけなくてね｡ (話が続く)

どうするかね-｡体がよくなるまでごろご

ろ霞てるかもね-｡

ふーん｡どこの海?

えっ,田植えの手伝い?

(この時期に田植えは変だ,稲刈りの言い

誤りかもと考えて)

ああ,分かった｡お父さんはK町のおじい

さんの家の稲刈りの手伝いをするんだね｡

へ-え｡ K町の方の海に行くんだね｡こっ

ちの海水浴場かと思った｡

(兄が世話が上手なこと,父親が入院しているので今年は海に行けるか心配なことなど)

本児は,ふだんの会話場面では,自分から話し掛けてきて会話もある程度続いてるよう

に見える｡しかし,どの教師にも同じ話をする姿から情緒を安定させるために話をして,

聞いてもらうことで満足している状態であったと思われる｡また,自分が話している内容

は相手もよく知っていることであるという思い込みから,広遠の前提を無視して話し始め

ていることが多かった｡この時期は,学部の教師島　本児の話したいという気持ちを受け

止め,話題の内容に脚むを示したり,十分に尊重したりしながら,話の聞き役としてかか

わっていった｡担任ばかりでなく他の教師にも話を聞いてもらう中で,ときには　話し掛

けるのを待たなければならなかこたり,質問されて答えなければならなかったりして話題

を共有して話すことの大切さや交代で話すという会話の規則を身に付ける体験を重ねてい

ったと言える｡

授業時間の様子では,質問の答えが分かると小さな声ではあるが,すぐ声に出してしま

うことがあった｡逆に,指名されて発表するとなると, ｢えー,どうして私が-･･･｣と独り

言をつぶやきながら答えていた｡そこで,名前を呼ばれたら返事をして, ｢はい,発表しま

す｡ 00です｡｣という答え方をするように取り組んできた｡この言い方には慣れて,朝の
l

会や帰りの会の目当ての発表や反省の場面でも活用していた｡
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イ　1期(平成8年度3学期)　　　　　　　　　　　　

<平成9年2月昼休み教官室にて>

(M教師と学習発表会の劇のことを話題にして粗筋を話しながら｡)

本児 仆8蹌�

Aさんが洋服屋のお母さん役で,N君が 嚢+8/�ﾄ�+8/�,ﾘ-h+ﾘ*ﾘ+ｸ+�.h,ｶ�*運ｨ+2�

お父さん役だよo �/�o�,ﾘ,ｲ邃�+8/�,ﾈ�ｵｨ,ﾉvﾈ��/�,x,ﾈ.b�

でも,ゴホンゴホンとかいつて倒れ方は すごかつたよo 上手だよ○ バックシート?バックシートて何です か? 分かるよo選ばれることo (本児がコックの役だったこと,兄は料理が 続く) �*H,�6�*h.ｸ*�&ﾘ.�+ﾘ*ﾘ,H.ﾘ+H,b��倒れて泣くまねとかどうですか? 

上手だよね○先生は上手だと思って抜てさ したんだよo 

バックシートじゃなくて｢ぼってき｣o抜 できという意味が分かる? 

上手なこと,DNAのことなど話題にして話が 

ワープロに対する関心が高いことから,昼休み, M教師が教官室のワープロを使った取

り組みを行なってきた｡使い方を習ったり,打ち込んだ文章の感想を闘いたりする日々が

続いた｡この時間を持てたことで会話の競別を守って話すゆとりが本児に生まれたと考え

る｡他の教師も入って話をすることが多かったので,会話をする楽しみを感じ始めた時期

だと言える｡特にM教師と話をするのを待つようになっていた｡劇で何をするかの発表が

あった時間に,進路指導で出掛けていたM教師に劇の粗筋を一生懸命説明する姿が見られ

た｡また,会話の中で言葉の意味を尋ねたり,教えたりするなかで言葉を確かなものにす

ることができたのではないかと考える｡ 2期の後半から本児の好きな｢名探偵コナン｣の

脚本をワープロで打っていたが, 3期になって,その画面を見ながら学部の女生徒と談笑

する姿も見られた｡

この時期,母親は,連絡帳に｢母の命日で帰省しました｡見えたお客様に今までと違っ

てしっかりとした態度であいさつしているのを見てうれしくなりました｡何か変化しつつ

あるように感じているこのごろです｡｣と書いてくださった｡卒業目標の｢自分から進んで

あいさつできる｣ということを目指して出会った教師に｢○○先生,さようなら｣と言う

取り組みを続けてきたからだと考える｡あいさつの仕方は知っていてもなかなか行動に結

び付かなかった本児だが,繰り返し体験することで生活の場で生かせるようになったと思

われる｡

好き嫌いが多く給食を食べ残すことが多かったので｢少し減らしてください｡｣ ｢この0

0を取ってください｡｣と言えたら量を加減する約束をした｡もう一人の担任にも協力して

もらって取り組んだところ, ｢先生,食べ終わりました｡｣と笑顔で報告するようになって

きた｡残さず食べられたという経験を重ねることで,成就感を味わい自分の気持ちを伝え

る言葉が身に付いてきたと言える｡
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ウ　2期(平成9年度l学期)及び3期(平成9年度2学期)

<現場実習中(適所の授産施設で実習し,電車で通勤していた)電話連絡をしたときのこと｡ >

本　　　　　児 教　　　　　　師

先生,今日は帰るとき大変なことになり

ました｡

普通は, A町で乗り換えるとき,西鹿児

島駅を通る電車に乗らないといけないん

だけど,交通局行前を通る電車に乗って

しまったんです｡ B町で降りてずっと歩

いて帰りました｡

もう電車に乗るのは擬だと思って｡途中

で雨は降ってくるし,迷子になって家に

帰れないんじゃないかと恩いましたよ｡

いろんな人に聞いて,聞いて聞きまくり

ました｡そしたら,お父さんが鋤いてい

る会社が見えてきたので,そこからまた

歩いて帰りました｡

えーっ,どうしたの｡

それば　困ったねぇ｡それでどうしたの?

大変だったね｡降りた所で反対側の乗り場

に行ってもう1度A町までもどったらよか

ったのに｡

ふーん｡それでも家に帰れてよかったね｡

どうやって掃ってきたの?

歩いて煽りながら5人ぐらいの人に｢ここはC町に入っていますか｣という尋ね方をしたよう

でけげんそうな表情をされたらしいことがうかがえた｡

電話での会話であるが,尋ねられたことに対して整理して順序よく話すことができた例

である｡一日の学習予定に沿って時間割を発表するとき,教科別に斑ごとに整理して言う

練習を重ねてきたことT,経験した出来事は,順序よく整理して話せるようになってきた

と言える｡困ったときに人に尋ねることへの戸惑いもなくなってきている｡しかし, 2学

期になって買い物に出掛けた際も電車を乗り違えて帰るのに困ったとのこと｡自分の所在

を相手に分かりやすく伝えたり, ｢○○に行くにはどう行けばいいのですか｡｣といった困

ったときの尋ね方など',場面によって適切な表現方法についても取り組む必要があったと

考える｡

授業場面等で｢はい,発表します｡ --｣という形式を用いたことで本人も指名される

と発表できるようになってきた｡また教育実習生との授業で発表できた経験からも自信も

付いてきている｡しかしながら,学部朝会等,全体で取り組む学習場面では,教科等の場

合に比べ繰り返し取り組める場面が少ないためか,尋ねられたことに対して｢00｣とだ

け答えてしまうことが多い｡このことからも,一定の形式を用いて日常生活の中で使用場

面として経験や藤習などを繰り返し積み重ねることで本児が改まった場面でも,話題を提

供したり,応答したりしやすくなると考える｡

2期になって,親しい教師との間では一つの行事のたびに中学校での思い出をしゃべっ

てくれるなど,やり取りを楽しむことがお互いにできるようになっていた｡しかし,新任

の先生や教育実習生,現場実習先の指導員の先生に対してば　指導当初のようなテレビア

ニメの話題を中心としたかかわりが見られた｡これらは,本児なりの自分のことを分かっ

てもらったり,自分の不安を解消したり,どんなかかわり方をしていけばよいのか試した
I

りするような意味のものと考えられる｡
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<平成9年11月校内宿泊のとき,足が痛くて休んでいるMさんの近くで｡>

本児 仆8蹌�

先生,Mさんどうしたの? ��ｸ,�(X*�.��Xｾ�*ｨﾘx.ﾘ,�*ﾘ,Bﾉ�ｸ*ｩ,�*(/��

体に合わないものはどきついことはない よね○ ′ト2のとき,コンタクトレンズをしてい て眼に合わなくてすごく痛かつたんだよ｡ Mさんいたいでしょう○ �+�,�,F��Eさんも装具を着けたことがあったつけ? 

･同じような経験をすることで相手の気持ちを推し量ることができたよい例である｡相手や

状況に応じた話し方ができるようになるためには,相手の気持ちを思いやる力も必要になっ

てくる｡指導の経過②でも述べたが,日記指導の中で本児の気持ちだけでなく登場してくる

人物の気持ちを吹き出しを用いて書かせるなどの指導が必要であったと思われる｡

(2)ま　と　め

･学校生活や教師とのかかわり方に慣れてくるにしたがって,会話の規則に沿って交替で話

したり教師が投げ掛けた話題について応答したりして,会話を維持することができるように

なった｡このことから,本児の話したいという気持ちを受け止め,話題の内容を理解した

り,十分に尊重したりして教師がかかわってきたことは有効であったと考える｡いつでも,

話を聞いてもらわないと気が済まなかった状態から話し掛けるのを待つべき場面があること

が分かって,待てるようになってきている｡

･係活動や授業の発表の仕方,給食の量を減らすときなど決まった言い方を教えることで,

困ってもじもじする姿は少なくなってきたことから,話し方のモデルを示すことは有効であ

ったと考える｡しかし,相手や状況によっては発揮できない姿も見られ,日常生活の中で繰

り返し使用する経験を積み重ねていく必要があると思われる｡

･係活動で教科担当の先生に学習予定を尋ねるとき,親しくなった先生には,友達口調で話

し掛ける姿が見られた｡練習場面で決まった言い方ができても,活用できなかったのは,丁

寧な言い方ができることが将来の職場の生活で生かされることを本児によく伝えられなかっ

たためだと考える｡将来の生活を見据えて,場や状況にあった言い方を教えながら,その必

要性についても分かりやすく伝えるべきであったと考える｡

･生徒同士で教え合う場面が設定されたことで,やり取りの練習となり,学校行事やテレビ

ドラマの話題などで給食時間など会話が交わされるようになってきたことから,学習の中に

教え合う場面を取り入れていくことも大切である｡また,電話を掛ける学習を国語や生活単

元学習で行うことも会話の規則を学ぶ上では有効であると考える｡

･家庭生活の中で,洗濯物を取り入れたり,お風呂の準備をしたりと簡単な手伝いを毎日続

けられるようになって(おこづかいをもらう楽しみもあるが)保護者も喜んでいる｡ ｢夕食

の準備をしながら母娘の話をしたい｡｣という保護者のつぶやきを大切にし,卒業後一人暮ら

しを希望している本児が,できるようになることを少しでも増やすために,言葉で説明する

だけでなく,仕事の手順カードを作成して家庭と協力して取り組んでいきたいと考える｡
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